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�広報「 」平成 20 年 5 月号

　

第
1
回
定
例
会
が
3
月
6
日
か
ら
3
月

21
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
は
、
平
成
20
年
度
一
般
会
計

予
算
案
な
ど
多
数
の
重
要
案
件
が
審
議
さ

れ
、
19
日
、
21
日
の
両
日
に
は
、
8
議
員

が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
期
外
に
も
、
特
別
委
員
会
等

が
開
催
さ
れ
、
所
管
事
項
に
つ
い
て
審
議

が
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
審
議
日
程

 

2
月
12
日　

都
市
産
業
常
任
委
員
会
協
議
会

 

2
月
18
日　

民
生
水
道
常
任
委
員
会
協
議
会

 

2
月
28
日　

議
会
運
営
委
員
会

 

2
月
29
日　

ま
ち
づ
く
り
事
業
特
別
委
員
会

 

3
月
3
日　

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

 

3
月
6
日　

本
会
議

 

3
月
7
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

 

3
月
10
日　

民
生
水
道
常
任
委
員
会

 

3
月
11
日　

都
市
産
業
常
任
委
員
会

 

3
月
12
日　

予
算
特
別
委
員
会

 

3
月
13
日　

予
算
特
別
委
員
会

 

3
月
14
日　

予
算
特
別
委
員
会

 

3
月
17
日　

予
算
特
別
委
員
会

 

3
月
19
日　

本
会
議

 

3
月
21
日　

本
会
議

議
案
の
主
な
内
容
と
審
議
結
果

【
人
事
案
件
】

■
葛
城
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

　

員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

　

に
つ
い
て

全
会
一
致
に
よ
り
同
意　

　
　

田
中　

邦
男　

氏
（
新
庄
）

　
　

住
野　

弘
明　

氏
（
山
田
）

　
　

仲
田　

博
則　

氏
（
竹
内
）

【
報
告
案
件
】

■
葛
城
市
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
の

　

報
告
に
つ
い
て
（
報
告
の
み
）

　

平
成
20
年
度
予
算
の
報
告
を
行
う
も
の
で

す
。

【
条
例
関
係
】

■
葛
城
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条

　

例
を
制
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決　

　

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
条
例
制
定
で
、
平
成
20
年
4
月

か
ら
始
ま
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
し

て
本
市
に
お
い
て
行
う
事
務
、
保
険
料
を
徴

収
す
べ
き
被
保
険
者
、
普
通
徴
収
に
か
か
る

保
険
料
の
納
期
等
の
必
要
な
事
項
を
定
め
る

も
の
で
す
。

■
葛
城
市
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
及
び
設

　

備
の
設
置
等
の
指
導
に
関
す
る
条
例
を

　

制
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て

  

全
会
一
致
に
よ
り
可
決　

　

現
在
、
市
内
の
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
及

び
処
理
設
備
を
設
置
し
て
い
る
事
業
者
に
お

い
て
、
不
適
切
な
運
用
に
よ
り
周
辺
住
民
に

迷
惑
を
及
ぼ
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
、
産
業
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
推
進

と
生
活
環
境
の
保
全
を
目
的
に
条
例
を
制
定

す
る
も
の
で
す
。

■
葛
城
市
行
政
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
こ
と
に
つ
い
て

  

全
会
一
致
に
よ
り
可
決　

　

職
員
の
専
門
職
の
集
約
と
効
率
性
を
高
め

る
た
め
「
産
業
建
設
部
」
と
「
都
市
整
備
部
」

の
2
部
を
統
合
し
て
「
都
市
産
業
部
」
を
設

置
す
る
と
と
も
に
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
関
係

事
務
を
「
総
務
部
」
か
ら
「
企
画
部
」
へ
変

更
す
る
改
正
で
す
。

■
葛
城
市
都
市
計
画
審
議
会
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

  

全
会
一
致
に
よ
り
可
決　

　

前
記
の
組
織
改
革
に
伴
い
、
都
市
計
画
審

議
会
の
事
務
局
を
「
都
市
産
業
部
」
に
変
更

す
る
改
正
で
す
。

■
葛
城
市
監
査
委
員
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
こ
と
に
つ
い
て

全
会
一
致
に
よ
り
可
決　

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
条
例
改
正
で
、
監
査

委
員
の
行
う
事
務
に
、
健
全
化
判
断
比
率
等

及
び
資
金
不
足
比
率
等
の
審
査
の
事
務
を
追

加
す
る
改
正
で
す
。

■
葛
城
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

全
会
一
致
に
よ
り
可
決　

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法

律
の
改
正
に
伴
う
条
例
改
正
で
、
少
子
化
対

策
と
し
て
職
員
の
長
時
間
に
わ
た
る
育
児
と

仕
事
の
両
立
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
、
育
児

の
た
め
の
短
時
間
勤
務
制
度
等
を
導
入
す
る

改
正
で
す
。

■
葛
城
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

　

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と

　

に
つ
い
て

全
会
一
致
に
よ
り
可
決　

　

前
記
条
例
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
育
児
の

た
め
の
短
時
間
勤
務
制
度
等
に
係
る
勤
務
時

間
等
を
設
け
る
改
正
で
す
。

■
葛
城
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

全
会
一
致
に
よ
り
可
決　

　

育
児
の
た
め
の
短
時
間
勤
務
制
度
等
に
係

る
給
与
等
の
規
定
を
設
け
る
改
正
で
す
。

市

議

会

だ

よ

り
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■
葛
城
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

　

報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

全
会
一
致
に
よ
り
可
決　

　
「
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
審
議
会
の
委
員
」

の
報
酬
額
を
定
め
、
別
表
に
追
加
す
る
等
の

改
正
で
す
。

■
葛
城
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

全
会
一
致
に
よ
り
可
決　

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
条
例
改
正
で
、

主
な
内
容
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創

設
に
伴
い
、
賦
課
額
に
後
期
高
齢
者
支
援
金

等
課
税
額
の
追
加
、
ま
た
そ
の
算
定
額
の
税

率
を
定
め
る
改
正
で
す
。

■
葛
城
市
母
子
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部 

　

を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

全
会
一
致
に
よ
り
可
決　

 

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
に
伴
う
条

例
改
正
で
、
母
子
医
療
費
の
助
成
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
者
を
明
確
に
す
る
た
め
の
改

正
で
す
。

■
葛
城
市
老
人
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部 

　

を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

全
会
一
致
に
よ
り
可
決　

 

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
に
伴
う
条

例
改
正
で
、
老
人
医
療
費
の
助
成
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
者
を
明
確
に
し
、
助
成
の
範

囲
に
お
い
て
も
、
老
人
保
健
法
に
規
定
す
る

一
部
負
担
金
を
、
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に

関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
一
部
負
担
金
と
読

み
替
え
を
行
い
、
入
院
時
の
生
活
療
養
費
の

適
用
者
が
拡
大
さ
れ
る
も
の
で
、
福
祉
医
療

の
助
成
対
象
か
ら
外
れ
る
た
め
、
助
成
額
か

ら
控
除
す
る
額
と
し
て
追
加
す
る
た
め
の
改

正
で
す
。

■
葛
城
市
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

全
会
一
致
に
よ
り
可
決　

 

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
に
伴
う
条

例
改
正
で
、
心
身
障
害
者
医
療
費
の
助
成
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
を
明
確
に
し
、
入

院
時
の
生
活
療
養
費
の
適
用
者
が
拡
大
さ
れ

る
も
の
で
、
福
祉
医
療
の
助
成
対
象
か
ら
外

れ
る
た
め
、
助
成
額
か
ら
控
除
す
る
額
と
し

て
追
加
す
る
た
め
の
改
正
で
す
。

■
葛
城
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決　

 

　

国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
に
伴
う
条
例
改

正
で
、
特
定
健
康
診
査
が
義
務
付
け
ら
れ
た

こ
と
に
よ
り
保
健
事
業
内
容
を
変
更
す
る
た

め
の
改
正
で
す
。

■
葛
城
市
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び

　

基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
こ
と
に
つ
い
て全

会
一
致
に
よ
り
可
決　

 

　

雇
用
保
険
法
等
の
改
正
に
伴
う
条
例
改
正

で
、
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
要
件
が
原
則
12

カ
月
の
被
保
険
者
期
間
と
な
っ
た
こ
と
に
伴

う
改
正
と
、
育
児
の
た
め
の
部
分
休
業
の
対

象
と
な
る
子
の
年
齢
を
引
き
上
げ
る
た
め
の

改
正
で
す
。

■
葛
城
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

全
会
一
致
に
よ
り
可
決　

 

　

組
織
改
革
に
伴
い
、
常
任
委
員
会
の
所
管

の
名
称
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

【
予
算
関
係
】

■
平
成
19
年
度
葛
城
市
一
般
会
計
補
正
予  

　

算
（
第
4
号
）
の
議
決
に
つ
い
て

全
会
一
致
に
よ
り
可
決　

 

　

不
用
額
等
の
減
額
と
、
国
・
県
出
金
等
の

額
の
確
定
に
よ
り
、
4
億
5
2
5
8
万
5
千

円
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
19
年
度
葛
城
市
国
民
健
康
保
険
特

　

別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
の
議
決

　

に
つ
い
て

全
会
一
致
に
よ
り
可
決　

 

　

退
職
被
保
険
者
等
療
養
給
付
費
と
、
高
額

医
療
費
共
同
事
業
拠
出
金
の
追
加
に
よ
り
、

4
0
3
0
万
2
千
円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
19
年
度
葛
城
市
介
護
保
険
特
別
会
計

　

補
正
予
算
（
第
2
号
）
の
議
決
に
つ
い
て

全
会
一
致
に
よ
り
可
決　

 

　

保
険
事
業
勘
定
で
は
、
保
険
給
付
費
の
施

設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

計
画
給
付
費
の
減
に
よ
り
、
7
8
8
0
万
円

を
減
額
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
勘
定
で
は
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

計
画
給
付
費
収
入
の
減
に
よ
り
、
40
万
円
を

減
額
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
19
年
度
葛
城
市
下
水
道
事
業
特
別

　

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
の
議
決
に

　

つ
い
て

全
会
一
致
に
よ
り
可
決　

 

　

高
金
利
地
方
債
の
借
り
換
え
及
び
、
不
用

額
等
の
減
額
に
よ
り
、
6
1
8
2
万
円
を
減

額
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
19
年
度
葛
城
市
学
校
給
食
特
別
会
計
補

　

正
予
算
（
第
1
号
）
の
議
決
に
つ
い
て

全
会
一
致
に
よ
り
可
決　

 

　

不
用
額
等
の
減
額
に
よ
り
、
5
8
3
万
6
千

円
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
19
年
度
葛
城
市
霊
苑
事
業
特
別
会
計

　

補
正
予
算
（
第
1
号
）
の
議
決
に
つ
い
て

全
会
一
致
に
よ
り
可
決　

 

　

不
用
額
等
の
減
額
に
よ
り
、
8
9
8
万
2
千

円
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
19
年
度
葛
城
市
水
道
事
業
会
計
補

　

正
予
算
（
第
2
号
）
の
議
決
に
つ
い
て

全
会
一
致
に
よ
り
可
決　

 

　

資
本
的
支
出
に
お
い
て
、
地
方
財
政
対
策

と
し
て
の
地
方
財
政
法
等
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
高
金
利
地
方
債
の
公
債
費
負
担
の
軽
減

が
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
企
業
債
の
繰
上
償
還

に
よ
り
、
2
9
6
7
万
円
を
追
加
す
る
も
の

で
す
。
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■
平
成
20
年
度
葛
城
市
各
会
計
予
算
の
議

　

決
に
つ
い
て

全
会
一
致
に
よ
り
可
決　

 

・
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

・
学
校
給
食
特
別
会
計
予
算

・
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
特
別
会
計
予
算

・
霊
苑
事
業
特
別
会
計
予
算

・
葛
城
市
・
広
陵
町
介
護
認
定
審
査
会
特  

  

別
会
計
予
算

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決　

・
一
般
会
計
予
算

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

・
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
予
算

・
水
道
事
業
会
計
予
算

※
こ
の
平
成
20
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

　

は
、
先
月
号
に
詳
し
く
掲
載
し
て
お
り

　

ま
す
。

【
そ
の
他
】

■
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
つ
い
て

全
会
一
致
に
よ
り
可
決　

　

平
成
20
年
度
に
大
畑
地
区
で
実
施
を
予
定

し
て
い
る
事
業
で
、
延
長
2
5
8
m
、
事
業

費
1
7
1
7
万
円
で
用
水
路
を
改
修
す
る

も
の
で
す
。

■
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結
に　

つ
い
て
（
忍
海
小
学
校
校
舎
改
築
・
改
造
工
事
）

全
会
一
致
に
よ
り
可
決　

 

　

建
築
基
準
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
建
築

物
の
構
造
計
算
の
見
直
し
が
必
要
と
な
り
、

変
更
契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

　

契
約
金
額

（
変
更
前
）
6
億
5
8
3
5
万
円　

↓

（
変
更
後
）
6
億
6
2
7
8
万
1
千
円

【
意
見
書
】

　

次
の
3
件
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関
係

機
関
に
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

■
中
小
企
業
底
上
げ
対
策
の
一
層
強
化
を

　

求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

■
道
路
整
備
の
た
め
の
安
定
的
な
財
源
確

　

保
に
関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て

■
輸
入
食
品
・
農
産
物
の
安
全
対
策
と
検

　

査
体
制
の
抜
本
的
見
直
し
を
求
め
る
意

　

見
書
に
つ
い
て

※
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、市
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
葛
城
市
議
会
」
会
議

　

録
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。（
な
お
、
こ

　

の
議
会
の
会
議
録
は
、
6
月
頃
に
掲
載

　

の
予
定
で
す
。）

※
本
会
議
及
び
委
員
会
（
一
部
除
く
）
は

　

傍
聴
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
市
民
か

　

ら
選
ば
れ
た
市
議
会
議
員
の
議
会
活
動

　

や
市
政
の
方
針
を
知
る
良
い
機
会
で
す

　

の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
会
議

　

予
定
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
ま
た
は
議
会
事

　

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

永
年
に
わ

た
り
民
生
委

員
・
児
童
委

員
と
し
て
、

地
域
福
祉
の

向
上
に
多
大

な
功
績
を
残

さ
れ
、
昨
年

11
月
末
で
退

任
さ
れ
ま
し
た
板
橋
惠
美
子
氏
（
新
庄
）

が
、
こ
の
た
び
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

板
橋
氏
は
、
昭
和
58
年
よ
り
24
年
間
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
、
地
域

住
民
の
良
き
相
談
相
手
と
し
て
、
さ
ら

に
困
っ
て
い
る
人
た
ち
の
頼
も
し
い
支

援
者
と
し
て
、
誰
か
ら
も
親
し
ま
れ
る

優
し
い
人
柄
で
活
躍
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
く
の
子
育
て
中
の
お
母
さ

ん
方
の
支
援
に
も
尽
力
さ
れ
、
市
の
子

育
て
支
援
の
向
上
に
も
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
、
こ
の
功
績
を
讃
え
ま
す
と

と
も
に
、
今
後
も
さ
ら
な
る
地
域
福
祉

の
向
上
の
た
め
後
身
へ
の
指
導
に
ご
期

待
申
し
上
げ
ま
す
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
受
賞
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吉
池
静
子
さ
ん（
兵
家
）が
3
月
19
日
に
、

ま
た
笹
野
ヒ
デ
さ
ん
（
林
堂
）
が
3
月
20

日
に
、
め
で
た
く
1
0
0
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
、
吉
川
市
長
が
お
祝
い
に
訪
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
お
祝
い
の
花
束
を
前
に
温
か

い
祝
福
を
受
け
ら
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
益
々
お
元
気
で
、
長
寿
を
重

ね
て
く
だ
さ
い
。

祝 

1
0
0
歳

　

4
月
8
日
、
春
の

交
通
安
全
運
動
の
一

環
と
し
て
、
チ
ビ
�

コ
ポ
リ
ス
が
葛
城

市
内
の
事
業
所
へ
表

敬
訪
問
を
行
い
ま
し

た
。

　

か
っ
こ
い
い
警
察

官
の
制
服
に
身
を
ま

と
っ
た
磐
城
幼
稚
園

の
6
名
が
、
1
日
チ

ビ
�
コ
警
察
官
と
し
て
市
内
の
事
業
所
に
お
い
て
「
こ

う
つ
う
あ
ん
ぜ
ん
の
お
ね
が
い
」
を
大
き
な
声
で
読

み
上
げ
、
お
仕
事
し

て
い
る
人
た
ち
に
交

通
安
全
啓
発
を
行
い

ま
し
た
。

　

訪
問
を
受
け
た
事

業
所
の
人
た
ち
は
、

か
わ
い
い
訪
問
者
の

熱
心
な
お
願
い
に
交

通
安
全
の
大
切
さ
に

関
心
を
寄
せ
て
い
ま

し
た
。

チ
ビ
�
コ
ポ
リ
ス
が
交
通
安
全
啓
発

吉池静子さん

笹野ヒデさん

　

3
月
24
日
・
25
日
・
26
日
の
3
日
間
、
新
在
家
地
区
に
完
成
し
た

吉
野
川
分
水
槽
で
平
成
19
年
度
當
麻
小
学
校
卒
業
記
念
と
し
て
、
當

麻
小
学
校
P
T
A
で
募
集
し
た
6
年
生
32
名
が
壁
画
ア
ー
ト
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
、
多
く
の
市
民
に
吉
野
川
分
水
の
存
在
や
役
割
を

知
っ
て
も
ら
い
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
実
施
さ
れ
た
も
の
で

す
。
デ
ザ
イ
ン
は
新
在
家
在
住
の
水
谷
忠
一
先
生
が
担
当
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
大
き
な
キ
�
ン
バ
ス
を
目
の
前
に
し

て
、
思
い
ど
お
り
の
色
を
作
る
た
め
に
「
も
う
ち
�
っ
と
赤
色
を
多

く
入
れ
た
方
が
い
い
か
な
？
」「
違
う
よ
！
黄
色
だ
よ
！
」
と
お
友

達
と
相
談
。
た
く
さ
ん
あ
る
色
の
ペ
ン
キ
と
色
合
せ
に
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
、
水
谷
先
生
の
指
導
の
も
と
楽
し
く
学
習
し
ま
し
た
。

壁
画
ア
�
ト
に
挑
戦
！ 

� 

平
成
19
年
度
當
麻
小
学
校
卒
業
生 

�
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葛
城
市
立
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
で
、
平
成
20
年

度
入
学
（

園
）

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
お
う
ち
が
こ
い
し
い
新
入
園
児
か
ら
、

初
め
て
の
学
校
や
お
勉
強
に
ド
キ
ド
キ
・
ワ
ク
ワ
ク

の
小
学
一
年
生
、
そ
し
て
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

自
覚
・
責
任
な
ど
大
人
へ
成
長
す
る
た
め
の
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
中
学
一
年
生
。

　

夢
と
希
望
を
胸
に
、
新
し
い
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ

れ
た
皆
さ
ん
、
ご
入
学
・
ご
入
園
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

入
学
︵

園
︶

式

　

葛
城
市
音
楽
祭
「
歌
も
の
が
た
り
﹃
中
将
姫
﹄」
が
、
3
月

20
日
マ
ル
ベ
リ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
プ
ロ
・
ア
マ
で
活

躍
中
の
音
楽
家
や
市
内
5
合
唱
団
の
総
勢
1
1
5
名
の
皆
さ

ん
が
、
個
々
の
練
習
や
合
同
練
習
等
を
積
み
重
ね
て
出
演
さ

れ
、當
麻
寺
に
伝
わ
る
中
将
姫
の
半
生
を
歌
と
語
り
で
つ
づ
っ

た
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
満
員
の
聴
衆
に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

　

奈
良
時
代
、
右
大
臣
の
娘
に
生
ま
れ
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な

苦
難
を
経
て
出
家
し
、
當
麻
寺
で
曼
荼
羅
を
織
り
上
げ
た
中

将
姫
の
物
語
が
、
2
幕
10
場
に
わ
た
り
叙
情
的
な
音
楽
と
当

時
を
思
い
出
さ
れ
る
舞
台
演
出
で
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
演
終
了
後
は
、
出
演
者
ら
に
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
、

多
く
の
観
客
の
方
々
か
ら
は
、「
感
動
し
た
。
感
激
し
た
。
再

演
し
て
ほ
し
い
。」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

葛
城
市
音
楽
祭

　

4
月
6
日
、
當
麻
文
化
会
館
に

お
い
て
、
奈
良
県
交
通
安
全
協
会

高
田
支
部
協
会
の
主
催
に
よ
り
、

高
齢
者
交
通
安
全
推
進
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
者
に
対
し
交
通
安
全
に
対

す
る
啓
発
推
進
が
行
わ
れ
、
高
田

警
察
署
長
・
交
通
安
全
協
会
高
田

支
部
長
に
対
し
、
高
齢
者
の
代

表
者
よ
り
交
通
安
全
宣
言
が
行
わ

れ
、
白
鳳
座
に
よ
る
太
鼓
の
演
奏

や
、
ガ
マ
の
油
売
り
等
の
ア
ト
ラ

ク
シ
�
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
参
加
者
全
員
で
交
通
安

全
大
和
路
音
頭
が
歌
わ
れ
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

高
齢
者
交
通
安
全
推
進
大
会

新
庄
北
幼
稚
園
の
よ
う
す

當
麻
幼
稚
園
の
よ
う
す
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環境課人権
政策課

税務課

収納課

市民課

正面玄関

ＥＶ

下水道課都市
整備課 管理課

総務
財政課

生活
安全課

ＥＶ

正面玄関
市
民
課

児
童
福
祉
課

社
会
福
祉
課

高
齢
福
祉
課

教
育
指
導
課

教
育
長
室

特
別
参
与
室

教育総務課

市役所 新庄庁舎 1F 2F

1F 2F市役所 當麻庁舎

  児童
  社会
  高齢
福祉課

部 名  変 更 前変 更 後

企画部 総務部　総務財政課情報推進室情報推進課（新設）

総務部 生活安全課（新設）

都市産業部

都市整備部　都市計画課
産業建設部　建設課

産業建設部　農林商工課

都市整備課（新設）

農林課（新設）
商工観光課（新設）

葛城市組織機構の再編について（お知らせ）葛城市組織機構の再編について（お知らせ）

会
計
課

収
入
役
室

地域包括
支援センター

3F 市長室・副市長室・秘書課・企画調整課

1F 農林課 2F 商工観光課・都市整備課

4F 情報推進課

5F 議会事務局・監査委員事務局

※詳しくは企画調整課までお問い合わせください。

分庁舎

　平成20年4月1日から、専門職職員の集約と効率性を向上させるため、都市整備部と産業建設部の2部を
「都市産業部」の1部とし、都市計画課と建設課を「都市整備課」に統合、また農林商工課を「農林課」と
「商工観光課」に分け、総務部総務財政課情報推進室を「企画部情報推進課」とするとともに、総務部に
市民の皆さまの安全・安心を担う「生活安全課」を新設しました。

税
務
課
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新　庄　地　区

‥‥現在供用開始している区域

‥‥今年供用開始された区域
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　平成 19 年度の工事が完了したことにより 5 月 1

日から新しく地図に示された区域で、公共下水道を

利用していただけるようになりました。

　快適な生活環境、きれいな水、豊かな自然を守る

第一歩として、一日も早く公共下水道を利用してい

ただきますよう、よろしくお願いします。

　市役所の職員を装ってご家庭を訪問し、排水設備

（宅地内の排水管、私設ます）などの点検・修理を強

引に行って多額の代金を要求するトラブルが発生し

ています。

　市役所ではこのような行為は一切行っていません。

また、宅地内の下水道管の清掃や修理を、市役所が業

者に委託し代金を請求することもありません。

　ご注意ください。

悪質な「点検商法」にご注意
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當　麻　地　区

‥‥現在供用開始している区域

‥‥今年供用開始された区域

　各ご家庭が供用開始公示後 3 年以内に公共下水道に接続工事を行われた場合に

助成金制度が適用されます。ただし、新築・会社・その他の法人等は対象となり

ません。詳しくは下水道課までお問い合わせください。
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◎
詳
し
く
は
、
市
民
課
ま
で

　

国
民
健
康
保
険
で
は
�
人
間
ド
�
ク
を
受

診
さ
れ
る
方
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
�

　

是
非
�
こ
の
機
会
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
�

申
込
先

：

市
民
課

受
付
期
間

：

　

5
月
1
日 

〜 

平
成
21
年
2
月
28
日

（
閉
庁
日
を
除
く
。）

　

・
午
前
9
時 

〜 

正
午

　

・
午
後
1
時 

〜 

3
時
30
分

資　

格

：

　

次
の
3
点
を
全
て
満
た
し
て
い
る
方
が

　

資
格
の
あ
る
方
で
す
�

◎
申
請
日
に
お
い
て
満
35
歳
以
上
の
方

◎
申
請
日
に
お
い
て
、
引
き
続
き
1
年
以
上 

　

本
市
の
被
保
険
者
で
あ
る
方

◎
申
請
日
に
お
い
て
、
前
年
度
分
ま
で
の
国

　

民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯

　

に
属
す
る
方

持
参
す
る
も
の

：
　

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

　

・
印
鑑

受
診
期
間

：

　

5
月 
〜 

平
成
21
年
3
月
末

検
査
機
関

：
　

次
の
ど
ち
ら
か
で
受
診
し
て
い
た
だ
き

　

ま
す
。

※ 

葛
城
メ
デ
�
カ
ル
で
胃
カ
メ
ラ
を
受
診
さ

れ
る
場
合
は
、
別
途
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

※ 

胃
カ
メ
ラ
時
に
お
け
る

生
検
費
用
に
つ
い
て
は
、
別

途
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

※ 

女
性
の
方
で
、
婦
人
科

検
診
を
受
診
さ
れ
る
場
合

は
、
別
途
費
用
が
か
か
り
ま

す
。

※ 

申
し
込
み
時
に
予
約
を

お
取
り
し
ま
す
が
、
希
望
日

に
添
え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
受
診
希
望
日
を
複

数
考
え
た
上
で
申
し
込
み
を

し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

今
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

る
特
定
健
診
の
受
診
対
象
者

で
人
間
ド
�
ク
を
受
診
さ
れ

た
場
合
は
、
特
定
健
診
の
受

診
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

奈良県健康づくり財団 田原本町
　宮古 404-7

個人負担額
　11,220 円

葛城メディカルセンター 大和高田市
　西町 1-45

個人負担額
　11,025 円

主
な
検
査
項
目

○

内
科
診
察

○

身
体
測
定

○

生
活
食
事

調
査

○

便
検
査

○

尿
検
査

○

末
梢
血
検

査

○

血
液
生
化
学

○

免
疫
血
清

○

腹

部
超
音
波

○

胸
部
Ｘ
線

○

胃
透
視
ま

た
は
胃
カ
メ
ラ

○

肺
機
能

○

視
力
検

査

○

眼
底
・
眼
圧

○

聴
力
検
査

○

安
静
心

電
図

○

総
合
指
導

国
民
健
康
保
険
か
ら
人
間
ド
�
ク
助
成
の
ご
案
内

検
査
費
の
７
割
を
助
成
し
ま
す
！

　

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
・
抄
本
な
ど
の

交
付
請
求
時
に
、
本
人
に
な
り
す
ま
し
て
不

正
請
求
す
る
こ
と
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
、
平
成
20
年
5
月
1
日
か
ら
住
民
基
本
台

帳
法
・
戸
籍
法
の
一
部
改
正
が
施
行
さ
れ
る

こ
と
に
伴
っ
て
、
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
の
本

人
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

な
お
、
同
一
世
帯
で
な
い
方
の
住
民
票
の

写
し
や
同
一
戸
籍
で
な
い
方
（
第
三
者
）
の

戸
籍
謄
・
抄
本
を
交
付
請
求
さ
れ
る
場
合
に

は
、
委
任
状
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
交
付
請
求
の
際
本
人
確
認
を
行
う
証
明
書

︵
代
理
人
も
含
み
ま
す
︶

　

○
住
民
票
の
写
し
・
住
民
票
記
載
事
項
証

　
　

明
な
ど
住
民
票
に
関
す
る
証
明
書

　

○
戸
籍
謄
本
・
抄
本
（
全
部
事
項
証
明
・

　
　

個
人
事
項
証
明
）

　

○
改
製
原
戸
籍
、
除
籍
な
ど
の
戸
籍
に
関

　
　

す
る
証
明
書

　

○
戸
籍
の
附
票

5
月
1
日
か
ら
住
民
票
・
戸
籍
謄
抄
本
な
ど
の
交
付
請
求
時
に

本
人
確
認
書
類
の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す

◎
交
付
請
求
時
に

	

　
　

提
示
し
て
い
た
だ
く
書
類

　

・
住
基
カ
ー
ド
（
顔
写
真
付
き
）

　

・
運
転
免
許
証

　

・
パ
ス
ポ
ー
ト

　

な
ど
官
公
庁
が
発
行
の
顔
写
真
付
き
身

　

分
証
明
書

☆
右
記
の
書
類
が
提
示
で
き
な
い
場
合

︵
2
種
類
必
要
︶

　

・
健
康
保
険
証

　

・
年
金
手
帳

　

・
金
融
機
関
の
預
金
通
帳
、

　
　
　
　
　
　

 　

キ
�
�
シ
�
カ
ー
ド

　

・
学
生
証

　

・
病
院
の
診
察
券

　

な
ど
通
常
本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
員
以

　

外
の
者
が
所
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

　

書
類

☆
本
人
確
認
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
書
類

　

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
、
名
刺
な
ど

◎
詳
し
く
は
、
市
民
課
ま
で
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●
●
● 

違
反
広
告
を
な
く
そ
う
！ 

●
●
●

ー 

違
反
簡
易
広
告
物
追
放
推
進
員
を
募
集
し
ま
す 

ー

　

は
り
紙
や
立
看
板
な
ど
、
ま
ち
の
景
観

を
損
ね
、
と
き
に
は
交
通
の
妨
げ
と
も
な
っ

て
い
る
広
告
物
。
実
は
、
そ
の
多
く
が
条
例

に
違
反
し
て
掲
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

葛
城
市
に
お
き
ま
し
て
も
定
期
的
な
取

締
り
や
除
却
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

ま
た
す
ぐ
再
掲
出
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
対
応

に
苦
慮
し
て
き
ま
し
た
。

　
﹃
最
も
効
果
的
な
違
反
広
告
物
対
策
は
、

行
政
と
市
民
の
皆
さ
ん
と
が
協
力
し
て
、
違

反
広
告
物
に
対
す
る
良
識
を
深
め
、
出
さ
せ

な
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。﹄

　

そ
こ
で
平
成
20
年
度
よ
り
、
皆
さ
ん
方
ご

自
身
の
手
で
、
除
却
活
動
な
ど
違
反
広
告
物

取
締
り
に
参
加
で
き
る
葛
城
市
違
反
簡
易

広
告
物
追
放
推
進
員
制
度
を
発
足
さ
せ
ま

し
た
。

活
動
内
容

路
上
の
違
反
簡
易
広
告

物
を
除
却
し
て
い
た
だ

き
ま
す

参
加
資
格

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
す
る
20
歳
以
上
の
方

で
3
人
以
上
の
団
体

募
集
期
間

5
月
１
日
〜
6
月
30
日

そ	

の	

他

除
却
活
動
に
必
要
な
道

具
類
（
ヘ
ラ
、
ニ
�

パ
ー
、
軍
手
な
ど
）
を

市
が
貸
与
し
ま
す

◎
詳
し
く
は
、
環
境
課
ま
で

　

5
月
18
日
（
日
）
は
、
市
内
一
斉
清
掃
の
日
で
す
。

　

住
み
よ
い
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
自
宅
周
辺
を
中
心
と
し
た

美
化
清
掃
に
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
環
境
課
ま
で

 

市
内
一
斉
清
掃 　

登
録
員
を
広
く
募
集
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
参
加
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
と

保
険
料
納
付
を
お
忘
れ
な
く
！

　

日
本
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
全
て
の
人
は
、
公
的
年
金
に
加
入
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

60
歳
未
満
で
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
を

や
め
た
方
は
、
14
日
以
内
に
住
所
地
の
市
町

村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
、
国
民
年

金
に
加
入
の
手
続
き
を
し
て
、
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
あ
な
た
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶

者
が
い
れ
ば
�
国
民
年
金
の
種
別
変
更
の
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
�

保
険
料
の
納
付
は
？

　

加
入
手
続
き
後
、
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付

さ
れ
る
国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
に

よ
り
、
毎
月
の
保
険
料
を
翌
月
末
ま
で
に
ご

自
分
で
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

納
め
る
場
所

　

全
国
の
金
融
機
関
・
郵
便
局
の
窓
口
の
ほ

か
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
�

ト
（
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
）
を
利
用
す
る

方
法
で
納
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※　

保
険
料
納
付
は
、
口
座
振
替
を
ご
利
用

さ
れ
る
と
割
引
が
あ
り
、
た
い
へ
ん
便
利
で

お
得
で
す
。

保
険
料
納
付
が
困
難
な
場
合
は
？

○ 

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困

難
な
場
合
に
は
、
申
請
（
※
所
得
審
査
が
あ

り
ま
す
）
に
よ
っ
て
保
険
料
納
付
が
免
除
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。︵
保
険
料
免
除
制
度
︶

○ 

30
歳
未
満
の
方
に
は
「
若
年
者
納
付
猶

予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

 

※	

加
入
と
同
時
に
申
請
手
続
き
が
で
き
ま
す
�

　

国
民
年
金
は
、
老
後
は
生
涯
に
わ
た
�
て

老
齢
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
�

　

ま
た
、
老
後
だ
け
で
は
な
く
、
け
が
や
病

気
で
障
害
が
残
っ
た
り
、
生
活
を
支
え
て
い

る
一
家
の
働
き
手
を
亡
く
し
た
場
合
は
、
障

害
年
金
や
遺
族
年
金
が
あ
り
ま
す
。

　

不
測
の
事
態
に
備
え
る
た
め
に
も
、
未
加

入
・
納
め
忘
れ
を
避
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

◎
詳
し
く
は
、
市
民
課
ま
た
は
大
和
高
田
社

会
保
険
事
務
所
☎
（
22
）
3
5
3
1
ま
で

ー 

会
社
な
ど
を
退
職
さ
れ
た
方
へ 

ー
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私
た
ち
は
�
こ
の
街
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
で
す

（
敬
称
略
）

氏　

名		
担
当
地
域

板
橋　

重
子 
新
庄（
住
吉
・
本
町
・
東
町
）

藤
井　

久
美
子 
新
庄
（
桑
之
町
・
戎
町
）

田
中　

寛
子 

新
庄
（
宮
前
・
屋
敷
町
）・
大
屋

辻
本　

淳
子 

葛
木
・
南
藤
井

山
本　

孝
子 

寺
口

杉
村　

惠
子 

中
戸

仲
田　

德
美 

辨
之
庄

吉
村　

慶 

疋
田
（
本
郷
）
北 

土
庫　

裕
子 

疋
田
（
本
郷
）
南

岩
村　

浩
子 

疋
田
（
東
和
苑
）
北

鵜
山　

保
治 

疋
田
（
東
和
苑
）
南

城
下　

彦
彌 

疋
田
（
フ
ル
ー
ル
）

小
柴　

佐
知
子 

北
道
穂
・
南
道
穂
（
北
）

柗
本　

美
知
子 

南
道
穂

萩　
　

恭
子 

西
室
・
東
室

吉
岡　

義
幸 

柿
本

川
村　

貴
久
子 

笛
堂

和
田　

小
夜
子 

北
花
内（
本
郷
1
地
区
）

中
島　

章
祐 

北
花
内（
本
郷
2
地
区
）

藏
堀　

滋
子 

北
花
内
（
三
才
地
区
）

堀
内　

普
子 

北
花
内
（
近
鉄
地
区
）

吉
川　

正
利 

北
花
内（
Ｊ
Ｒ
・
出
花
内
地
区
）

生
嶌　

妙
子 

忍
海
北

森
川　

啓
二 

忍
海
南

安
川　

美
鈴 

薑
・
新
村

花
内　

貴
美
子 

新
町
・
南
新
町

堀
内　

久
子 

南
花
内
・
花
内
台

巽　
　

滋
保 

西
辻
・
脇
田

氏　

名		

担
当
地
域

幸
田　

純
永 

林
堂
・
山
田

松
田　

卓
己 

平
岡
・
山
口
・
梅
室
・
笛
吹

松
村　

佐
世
子 

南
今
市

長
谷
川　

眞
利
子 

太
田

伏
見　

柳
作 

兵
家

綾
織　

加
容
子 

兵
家

池
田　

博
子 

竹
内

仲
田　

正
德 

竹
内

松
本　

憲
子 

長
尾

足
高　

和
子 

長
尾

大
村　

隆
彦 

長
尾

野
志　

と
よ
子 

木
戸

増
田　

文
康 

尺
土

筒
井　

壽
子 
尺
土

原　
　

晴
美 
尺
土

梅
田　

敬
子 

八
川

鍋
谷　

洋 

八
川

藤
本　

尚
子 

八
川

多
根　

京
子 

大
畑

山
本　

弘
一 

當
麻

奥
田　

善
啓 

當
麻

正
田　

壽
子 

當
麻

石
田　

千
世
子 

勝
根

山
下　

千
津
子 

今
在
家

下
村　

友
子 

染
野

山
本　

信
代 

新
在
家

澤　
　

裕
嬉
子 

加
守

岡
本　

聖
子 

加
守

杉
本　

勝
也 

主
任
児
童
委
員（
新
庄
地
区
）

氏　

名		

担
当
地
域

神
谷　

哲
雄 

主
任
児
童
委
員（
新
庄
地
区
）

山
本　

栄
子 

主
任
児
童
委
員（
當
麻
地
区
）

杦
岡　

厚
子 

主
任
児
童
委
員（
當
麻
地
区
）

民
生
委
員
は
�
地
域
の
皆
さ
ん
が

困
�
た
と
き
の
相
談
相
手
で
す

　

最
近
は
、
高
齢
化
が
進
み
地
域
の
中
で
孤

立
し
た
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
、
核
家

族
化
が
進
み
子
育
て
の
悩
み
、
児
童
虐
待
な

ど
の
問
題
を
抱
え
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
し
て
い
る

家
庭
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
心
身
に
障
害
が
あ
り
、
自
分
の
力

だ
け
で
は
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
困
難

な
方
も
い
ま
す
。

　

私
た
ち
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
こ
の

よ
う
な
方
々
の
生
活
上
の
悩
み
の
相
談
に

応
じ
、
地
域
と
と
も
に
自
立
し
た
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
支
援
を
行

う
地
域
福
祉
の
推
進
者
で
す
。

　

福
祉
の
制
度
が
利
用
し
た
い
け
れ
ど
も

誰
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
場
合
、

お
気
軽
に
皆
さ
ん
の
地
域
の
担
当
の
民
生

委
員
・
児
童
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
皆
さ
ん
の
相
談
内
容
や
調
査

の
上
で
知
り
得
た
秘
密
は
、
そ
の
事
務
以

外
に
一
切
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
義
務
を

負
っ
て
い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
の
役
割
を

主
任
児
童
委
員
の
役
割
を

主
任
児
童
委
員
の
役
割
を

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

　

主
任
児
童
委
員
は
、
児
童
問
題
を
担

　

主
任
児
童
委
員
は
、
児
童
問
題
を
担

当
し
、
子
ど
も
の
生
活
全
般
に
わ
た
り

当
し
、
子
ど
も
の
生
活
全
般
に
わ
た
り

支
援
を
行
う
も
の
で
、
地
域
の
民
生
委

支
援
を
行
う
も
の
で
、
地
域
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
と
連
携
し
な
が
ら
、
そ

員
・
児
童
委
員
と
連
携
し
な
が
ら
、
そ

の
専
門
性
を
生
か
し
、
児
童
委
員
活
動

の
専
門
性
を
生
か
し
、
児
童
委
員
活
動

の
一
層
の
充
実
を
図
る
よ
う
努
力
し
て

の
一
層
の
充
実
を
図
る
よ
う
努
力
し
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

子
ど
も
に
関
す
る
問
題
は
、
ひ
と
り

　

子
ど
も
に
関
す
る
問
題
は
、
ひ
と
り

で
悩
ん
で
い
る
と
悪
い
方
向
へ
考
え
て

で
悩
ん
で
い
る
と
悪
い
方
向
へ
考
え
て

し
ま
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。
思
い
切
っ

し
ま
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。
思
い
切
っ

て
相
談
す
れ
ば
、
自
分
で
は
考
え
つ
か

て
相
談
す
れ
ば
、
自
分
で
は
考
え
つ
か

な
か
っ
た
解
決
の
糸
口
が
見
つ
か
る
か

な
か
っ
た
解
決
の
糸
口
が
見
つ
か
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

も
し
れ
ま
せ
ん
。

55
月月
1212
日
は
日
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
で
す

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
で
す

　

葛
城
市
に
は
、

　

葛
城
市
に
は
、
5656
名
の
民
生
委
員
・

名
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と

児
童
委
員
と
44
名
の
主
任
児
童
委
員
が

名
の
主
任
児
童
委
員
が

厚
生
労
働
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
、
活
動

厚
生
労
働
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
、
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年

　

毎
年
55
月月
1212
日
〜
日
〜
1818
日
は
活
動
強
化

日
は
活
動
強
化

週
間
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
民
生
委
員
・

週
間
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
民
生
委
員
・

児
童
委
員
を
知
っ
て
も
ら
い
、
皆
さ
ん

児
童
委
員
を
知
っ
て
も
ら
い
、
皆
さ
ん

と
と
も
に
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

と
と
も
に
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
け
る
よ
う
願
っ
て
、
啓
発
運
動
を

て
い
け
る
よ
う
願
っ
て
、
啓
発
運
動
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で
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○	

児
童
手
当
制
度
の
目
的

　

児
童
手
当
制
度
は
、
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
家

庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
と

と
も
に
、
次
代
の
社
会
を
に
な
う
児
童
の
健

全
な
育
成
お
よ
び
資
質
の
向
上
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

○	

児
童
手
当
制
度
の
し
く
み

1	

支
給
対
象　

　

児
童
手
当
は
、
12
歳
到
達
後
の
最
初
の
3

月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
（
小
学
校
修

了
前
の
児
童
）
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
前
年
（
1
月
か
ら
5

月
ま
で
の
月
分
の
手
当
に
つ
い
て
は
前
々

年
）
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
に
は
、

児
童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

2	

支
給
手
続
き

　

児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
す
る
家
計
の

主
た
る
生
計
維
持
者
が
申
請
し
、
住
所
地
の

市
区
町
村
長
（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
）
の

認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
申
請
し
た
翌

月
分
か
ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

3	

支
給
月
額

○
3
歳
未
満

　

一
律

 

1
0
、
0
0
0
円

○
3
歳
以
上

　

第
1
子
・
第
2
子

 

5
、
0
0
0
円

　

第
3
子
以
降

 
1
0
、
0
0
0
円

4	

支
払
時
期

　

児
童
手
当
は
、
原
則
と
し
て
、
毎
年
2
月
、

6
月
、
10
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

5	

所
得
制
限
限
度
額

　

所
得
制
限
限
度
額
は
、
前
年
（
1
月
か
ら

5
月
ま
で
の
月
分
に
つ
い
て
は
前
々
年
）
の

所
得
額
で
判
定
し
ま
す
。
ま
た
、
所
得
に
は

一
定
の
控
除
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
所
得
制

限
限
度
額
は
年
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
具
体
的
な
所
得
制
限
限
度

額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

扶養親族等の数
自営業者

（国民年金加入者）
サラリーマン
（厚生年金等加入者）

0 人 460 532

1 人 498 570

2 人 536 608

3 人 574 646

4 人 612 684

5 人 650 722

★
☆
★ 

児
童
手
当
制
度
の
概
要 

★
☆
★

※
注
1　

所
得
税
法
に
規
定
す
る
老
人
控

　

除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
老
人
扶
養
親
族

　

が
あ
る
者
に
つ
い
て
の
限
度
額
（
所
得
額

　

ベ
ー
ス
）
は
右
記
の
額
に
当
該
老
人
控
除

　

対
象
配
偶
者
ま
た
は
老
人
扶
養
親
族
1

　

人
に
つ
き
6
万
円
を
加
算
し
た
額
。

※
注
2　

扶
養
親
族
等
の
数
が
6
人
以
上

　

の
場
合
の
限
度
額
（
所
得
額
ベ
ー
ス
）
は
、

　

1
人
に
つ
き
38
万
円
（
扶
養
親
族
等
が
老

　

人
控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
老
人
扶
養

　

親
族
で
あ
る
と
き
は
44
万
円
）
を
加
算
し

　

た
額
。

（単位：万円）

児
童
手
当
受
給
者
の
み
な
さ
ん
へ

　

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、

毎
年
6
月
中
（
土
・
日
、
祝
日
は
除
く
。）

に
、【
児
童
手
当
現
況
届
】
を
児
童
福
祉

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
届
出
は
、
受
給
者
の
前
年
の
所

得
状
況
と
6
月
1
日
現
在
の
養
育
状
況

な
ど
を
毎
年
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。

　

こ
の
届
出
を
さ
れ
な
い
と
、
引
き
続

き
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
手
当
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
況
届
の
用
紙
は
、
後
日
送

付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
忘

れ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
児
童
手
当
の
未
申
請
の
方
は
、

新
規
認
定
請
求
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

認
定
請
求
に
必
要
な
書
類

●	

健
康
保
険
被
保
険
者
証

 

【
請
求
者
本
人
の
も
の
】

●	

請
求
者
の
預
金
口
座

 

【
郵
便
局
以
外
の
も
の
】

●	

児
童
手
当
用
の
所
得
証
明
書

 

【
平
成
20
年
1
月
1
日
に

本
市
に
住
所
が
な
か
っ
た
方
】

◎
詳
し
く
は
、
児
童
福
祉
課
ま
で

◎
詳
し
く
は
、
児
童
福
祉
課
ま
で
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●●●こんにちは地域包括支援センターです●●●
　いつまでも健やかに住みなれた地域で自立した生活ができるように支
援するのが地域包括支援センターの役割です。

認知症を正しく理解しましょう！
　いまや老後の最大の不安となっている認知症。認知症は誰にでも起こりうる脳の病気

によるもので、85 歳以上では 4 人に 1 人にその症状があるといわれています。そこで、

認知症について今月から 6 月、7 月号にかけて掲載します。

☆認知症とはどういうものか？
　一旦獲得された知能が脳の中の変化によって持続的に低下または喪失して、これまでの社会生活、家庭生活
が送れなくなる状態を指します。認知症を引き起こす病気のうち代表的なものが次の二つです。

☆次回、広報 6 月号では「認知症の診断・治療」について掲載します。    （高齢福祉課）

アルツハイマー病
脳の細胞が全体的に死んで脳が萎縮します。認知症を引き起こす病気のう
ち、最も多く半数以上を占めています。未解明な部分が多いですが、危険
因子として加齢、家族歴、食事、アルコールなどが検討されています。

脳血管性認知症
脳梗塞、脳出血、脳動脈硬化などのために、神経の細胞に栄養や酸素が行
き渡らなくなり、神経細胞が死んだり、壊れたりして発症します。
危険因子として高血圧症や動脈硬化症などがあります。

☆認知症の症状
　認知症の症状には、脳の細胞が壊れることによって直接起こる「中核症状」と、本人がもともと持っている性格、
環境、人間関係などさまざまな要因がからみ合って起こる「周辺症状」があります。

中核症状
○記憶障害…関心のあるものを一時的に捕らえておく器官（海馬）が病
的に衰えるために、新しいことを記憶できず、さきほど聞いたことさえ
思い出せなくなる。
○見当識障害…現在の年月や時刻、自分がどこにいるかなど基本的な状
況を把握することができなくなる。
○理解・判断力の障害…考えるスピードが遅くなる、二つ以上のことが
重なるとうまく処理できなくなる、些細な変化やいつもと違うできごと
で混乱をきたしやすくなる。
○実行機能障害…計画をたてて物事をすすめることができなくなる。
○感情表現の変化…その場の状況が読めなくなる、正しい解釈ができな
くなるために思いがけない感情の反応を示す。

周辺症状
○幻覚・妄想…実際に存在しな
いものが見えたり、聞こえたり、
実際にあり得ないことを信じ込
んだりする。
○徘徊…「家に帰る」と家の周
りを歩き回ったり、家から離れ
て遠くへ出かけていったりする。
○興奮・暴力…感情を抑えるこ
とができなくなったり、自分の
考えが思うように伝えられない
ことから起こる。

吉
野
川
分
水
の
通
水
に
つ
い
て

吉
野
川
分
水
の
通
水
に
つ
い
て

吉
野
川
分
水
の
通
水
に
つ
い
て

　

本
年
度
も
吉
野
川
分
水
の
通
水
が
行

　

本
年
度
も
吉
野
川
分
水
の
通
水
が
行

わ
れ
ま
す
。
試
験
通
水
は

わ
れ
ま
す
。
試
験
通
水
は
55
月月
77
日
か
日
か

らら
99
日
ま
で
と
、

日
ま
で
と
、
55
月月
1212
日
か
ら

日
か
ら
1616
日日

ま
で
、
本
通
水
は

ま
で
、
本
通
水
は
66
月月
22
日
か
ら

日
か
ら
99
月月

2020
日
ま
で
で
す
。

日
ま
で
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
通
水
期
間
中
の
事

　

つ
き
ま
し
て
は
、
通
水
期
間
中
の
事

故
防
止
な
ど
を
図
る
た
め
、
次
の
よ
う

故
防
止
な
ど
を
図
る
た
め
、
次
の
よ
う

な
こ
と
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し

な
こ
と
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

ま
す
。

◆
吉
野
川
分
水
幹
線
水
路
へ
立
ち
入
ら

◆
吉
野
川
分
水
幹
線
水
路
へ
立
ち
入
ら

　

な
い
こ
と
。

　

な
い
こ
と
。

◆
水
路
構
造
物
、
特
に
樋
門
、
土
砂
ゲ
ー

◆
水
路
構
造
物
、
特
に
樋
門
、
土
砂
ゲ
ー

　

ト
、
余
水
吐
ゲ
ー
ト
な
ど
に
手
を
触

　

ト
、
余
水
吐
ゲ
ー
ト
な
ど
に
手
を
触

　

れ
な
い
こ
と
。

　

れ
な
い
こ
と
。

◆
水
路
内
へ
汚
物
、
木
片
、
石
、
塵
芥
、

◆
水
路
内
へ
汚
物
、
木
片
、
石
、
塵
芥
、

　

草
な
ど
を
投
げ
込
ま
な
い
こ
と
。

　

草
な
ど
を
投
げ
込
ま
な
い
こ
と
。

◆
地
域
内
の
河
川
は
、
急
激
な
流
量
の

◆
地
域
内
の
河
川
は
、
急
激
な
流
量
の

　

増
減
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
十

　

増
減
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
十

　

分
注
意
す
る
こ
と
。

　

分
注
意
す
る
こ
と
。

▽
分
水
止
水
予
定
表

▽
分
水
止
水
予
定
表

　
（
土
用
干
し
期
間
）︹

　
（
土
用
干
し
期
間
）︹
55
日
間
︺

日
間
︺

　
　
　
　

77
月月
2323
日
〜
日
〜
2727
日日

　
（
平
日
止
水
日
）

　
（
平
日
止
水
日
）︹
水
・
木
曜
日
︺

︹
水
・
木
曜
日
︺

　
　
　
　

66
月月
1818
日
・
日
・
1919
日
・
日
・
2525
日
・
日
・
2626
日日

　
　
　
　

77
月月
22
日
・
日
・
33
日
・
日
・
99
日
・
日
・
1010
日日

　
　
　
　

　
　
　
　

1616
日
・
日
・
1717
日日

　
　
　
　

88
月月
66
日
・
日
・
77
日
・
日
・
1313
日
・
日
・
1414
日日

◎
詳
し
く
は
、

詳
し
く
は
、
農
林
課

農
林
課
ま
で
ま
で
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総務財政課からのお知らせ
情報公開・個人情報保護制度の運用状況

情報公開制度の利用状況（平成 19 年度）
開示請求件数 46 件 開示申出件数 10 件

公文書開示請求の決定状況
　　開示請求に対する決定等で、請求者からの不服申立てはありま
　せんでした。

開示請求件数 46 件

開　示 25 不存在 0
部分開示 10 取下等 11
不開示 0 審査中 0

実施機関名
開示
請求
件数

開示請求処理内容

開示 部分
開示 不開示 不存在 取下等 審査中

市　長 12 10 2 0 0 0 0

教育委員会 13 0 2 0 0 11 0

選挙管理委員会 0 0 0 0 0 0 0

監査委員 0 0 0 0 0 0 0

公平委員会 0 0 0 0 0 0 0

農業委員会 3 0 3 0 0 0 0

固定資産評価審査委員会 0 0 0 0 0 0 0

水道事業管理者 0 0 0 0 0 0 0

消防長 0 0 0 0 0 0 0

議　会 18 15 3 0 0 0 0

合　　計 46 25 10 0 0 11 0

実施機関名 件数

市　長 267

教育委員会 61

選挙管理委員会 6

監査委員 2

公平委員会 1

農業委員会 9

固定資産評価審査委員会 1

水道事業管理者 15

消防長 13

議　会 12

合　　計 387

開示請求件数 13

決定状況

開　示 1

部分開示 11

不存在 1

実施機関別の処理状況

個人情報保護制度
（平成 19 年度）

個人情報取扱事務の届出件数

個人情報の開示請求等の状況

 

多
重
・
多
額
債
務
者
へ
の
無
料
法
律
相
談

　

消
費
者
金
融
等
か
ら
の
多
重
・
多
額
の
債

務
問
題
に
つ
い
て
、
最
終
的
な
解
決
に
至
る

方
法
に
つ
い
て
弁
護
士
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

月
1
回
（
原
則
と
し
て
毎
月
最
終
金
曜

日
）、
相
談
日
1
日
に
つ
き
3
人
ま
で
、
弁

護
士
に
よ
る
30
分
の
無
料
法
律
相
談
と

な
っ
て
い
ま
す
。
完
全
予
約
制
の
た
め
、
予

約
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
予
約
申
込
先

‥
　

奈
良
市
登
大
路
町
30
（
奈
良
県
庁
6
階
）

　

奈
良
県
商
工
労
働
部
商
工
課
金
融
係

　
　
　

☎
0
7
4
2
（
27
）
8
8
0
7

　

お
急
ぎ
の
場
合
な
ど
は
、
次
の
機
関
で
も

多
重
・
多
額
債
務
の
相
談
に
乗
っ
て
い
た
だ

け
ま
す
。

● 

奈
良
弁
護
士
会 

　

奈
良
市
登
大
路
町
5

　
　
　

☎
0
7
4
2
（
22
）
2
0
3
5

● 

奈
良
県
司
法
書
士
会

　

奈
良
市
西
木
辻
町
3
2
0
ー
5

　
　
　

☎
0
7
4
2
（
22
）
6
6
7
7

● 

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
︵
法
テ
ラ
ス
︶		  

　

奈
良
市
高
天
町
38
ー
3

　
　
　

☎
0
5
0
（
3
3
8
3
）
5
4
5
0

● 

奈
良
県
食
品
・
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー	       

　

奈
良
市
登
大
路
町
10
ー
1

　
　
　

☎
0
7
4
2
（
26
）
0
9
3
1

◎
詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
ま
で



1�広報「 」平成 20 年 5 月号

5
月
は
、
平
成
20
年
度
固
定
資
産
税
と
軽
自
動
車
税
の
納
付
月
で
す
！

　

固
定
資
産
税
の
納
付
月
は
5
月
（
第
1

期
）、
8
月
（
第
2
期
）、
10
月
（
第
3
期
）

の
3
回
で
、
軽
自
動
車
税
は
5
月
（
全
期
）

の
み
で
す
。
納
付
期
限
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　

口
座
振
替
納
税

を
ご
利
用
の
方
は

上
記
納
付
期
限
日

に
指
定
の
口
座
か

ら
振
替
し
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
は

第
1
期
の
納
付
期

限
日
ま
で
に
第
1

期
、
第
2
期
、
第

3
期
分
を
合
わ
せ

て
納
付
（
全
期
前

納
）
さ
れ
ま
す
と
、

前
納
報
奨
金
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

安
全
で
便
利
な
口
座
振
替
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
に
な
る
と
、
納
付
の

た
め
に
金
融
機
関
な
ど
へ
お
出
か
け
い
た

だ
く
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
う
っ

か
り
納
期
限
を
忘
れ
て
し
ま
う
と
い
う
心

配
も
な
く
な
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
手
続
き
は
、
市
指
定
の
金
融
機

関
お
よ
び
郵
便
局
で
で
き
ま
す
。
申
し
込
み

は
、
納
期
限
の
1
カ
月
前
ま
で
に
お
願
い
し

ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
収
納
課
ま
た
は
税

務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

税　目 第 1期・全期 第 2期 第 3期

固定資産税 6 月 2 日 9 月 1 日 10 月 31 日

軽自動車税 6 月 2 日

軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

　

軽
自
動
車
の
所
有
（
使
用
）
者
・
運
転
者

の
障
害
の
程
度
や
使
用
目
的
に
つ
い
て
、
一

定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
申
請
に
よ
り
軽
自

動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

申
請
期
限

：

5
月
26
日
（
月
）
ま
で

申
請
場
所

：

税
務
課（
新
庄
庁
舎
・
當
麻
庁
舎
）

用
意
す
る
物

：

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

　

帳
、自
動
車
検
査
証
、運
転
免
許
証
、印
鑑
、

　

平
成
20
年
度
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

※
前
年
に
減
免
を
受
け
て
い
て
も
、
平
成
20

　

年
度
も
申
請
を
さ
れ
ま
せ
ん
と
減
免
は

　

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
自
動
車
税
と
軽
自
動
車
税
の
両
方
で
減

　

免
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
請
期
限
後
に
減
免
申
請
は
で
き
ま
せ

　

ん
の
で
、
必
ず
期
限
内
に
申
請
し
て
く
だ

　

さ
い
。

納
税
通
知
書
は
5
月
10
日
頃
に
送
付
し
ま
す
。

︵
納
税
通
知
書
が
5
月
17
日
頃
を
過
ぎ
て
も
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合
は
�
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
�︶

◎
詳
し
く
は
、
税
務
課
ま
で

 
若
者
の
就
職
に
関
す
る
無
料
相
談

　

仕
事
・
就
職
に
関
し
て
「
ど
う
し
て
い
い

か
わ
か
ら
な
く
て
悩
ん
で
い
る
、
困
っ
て
い

る
、
気
軽
に
相
談
に
の
っ
て
欲
し
い
」「
就

職
訓
練
の
こ
と
を
知
り
た
い
」「
う
ち
の
子

の
職
業
選
択
の
助
言
を
す
る
参
考
に
し
た

い
」
な
ど
の
解
決
に
専
門
の
相
談
員
（
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
）
が
お
待
ち
し
ま
す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
制
（
相

談
日
1
日
に
つ
き
4
人
ま
で
、1
人
１
時
間
）

で
す
の
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日　

時

‥

6
月
3
日
（
火
）

 
 

午
後
1
時
〜
5
時

▼
場　

所

‥

當
麻
庁
舎 

市
民
相
談
室

▼
対
象
者

‥

市
内
在
住
の
30
歳
ま
で
の
若

　

年
者
お
よ
び
そ
の
保
護
者

▼
予
約
申
込
先

‥

商
工
観
光
課

◎
詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
ま
で

 

消
費
者
生
活
相
談

　
「
架
空
請
求
や
悪
質
商
法
」
な
ど
の
消

費
生
活
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日　

時

‥

5
月
12
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場　

所
‥

當
麻
庁
舎 

1
階
市
民
相
談
室

▼
日　

時
‥

5
月
26
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場　

所

‥

新
庄
庁
舎 

2
階
会
議
室

▼
相
談
料

‥

無
料

（
随
時
受
付
相
談
い
た
し
ま
す
。）

※
本
年
度
か
ら
、
毎
月
2
回
當
麻
庁
舎
と
新

庄
庁
舎
で
交
互
に
消
費
者
生
活
相
談
を
行
い

ま
す
。

當
麻
庁
舎

：

第
2
月
曜　

新
庄
庁
舎

：

第
4
月
曜

（
相
談
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
が
相
談

日
と
な
り
ま
す
。）

ま
た
、
県
の
消
費
者
相
談
窓
口
は

次
の
と
お
り
で
す
。

○
奈
良
県
食
品
・
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

　

奈
良
市
登
大
路
町
10
ー
1

　
　

☎ 

0
7
4
2
（
26
）
0
9
3
1

　
　

FAX  

0
7
4
2
（
27
）
2
6
8
6

　

相
談
受
付

　
　

午
前
9
時
〜
正
午　

午
後
1
時
〜
4
時

　
　

年
末
年
始
・
土
・
日
曜
・
祝
祭
日
を
除
く

○
食
の
安
全
・
消
費
生
活
相
談
窓
口

　

大
和
高
田
市
大
中
98
ー
4 

葛
城
保
健
所
内

　
　

☎ 

（
22
）
0
9
3
1

　
　

FAX 

（
22
）
4
9
9
9

　

相
談
受
付

　
　

午
前
9
時
〜
正
午　

午
後
1
時
〜
4
時

　
　

年
末
年
始
・
土
・
日
曜
・
祝
祭
日
を
除
く

○
県
警
本
部

　

悪
質
商
法
1
1
0
番

　
　

☎
0
7
4
2
（
24
）
9
4
4
1

　

相
談
受
付

　
　

午
前
9
時
〜
正
午　

午
後
1
時
〜
4
時

　
　

土
・
日
曜
・
祝
祭
日
を
除
く

◎
詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
ま
で
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●
市
長
部
局

【
部
長
級
】▽
保
健
福
祉
部
長（
高
齢
福
祉
課
長
）

花
井
義
明
▽
都
市
産
業
部
長
（
産
業
建
設
部
長
）

石
田
勝
朗　

【
課
長
級
】
▽
企
画
部
秘
書
課
長
（
建
設
課
長
）

正
田
貴
一
▽
同
部
情
報
推
進
課
長
（
総
務
財
政

課
情
報
推
進
室
長
）
田
中
茂
博
▽
総
務
部
収
納

課
長
（
教
育
総
務
課
長
補
佐
）
中
嶋
正
英
▽
同

部
生
活
安
全
課
長
（
消
防
本
部
総
務
課
長
）
杉

村
正
春
▽
市
民
生
活
部
市
民
課
長
（
児
童
福
祉

課
長
補
佐
）山
岡
加
代
子
▽
同
部
環
境
課
長（
都

市
計
画
課
長
補
佐
）
藤
田
勝
久
▽
同
部
新
庄
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長
（
新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
所
長
補
佐
）
芳
野
隆
一
▽
保
健
福
祉
部
社

会
福
祉
課
長
（
収
納
課
長
）
小
原
章
良
▽
同
部

高
齢
福
祉
課
長
（
高
齢
福
祉
課
長
補
佐
）
杉
村

康
夫
▽
同
部
健
康
増
進
課
長
兼
當
麻
保
健
セ
ン

タ
ー
所
長
（
下
水
道
課
主
幹
）
川
井
高
久
▽
都

市
産
業
部
都
市
整
備
課
長
（
都
市
計
画
課
長
）

生
野
吉
秀
▽
同
部
農
林
課
長
（
健
康
増
進
課
長

兼
新
庄
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
當
麻
保
健

セ
ン
タ
ー
所
長
）
森
川
重
裕
▽
同
部
商
工
観
光

課
長
（
生
涯
学
習
課
長
兼
當
麻
文
化
会
館
館
長
）

吉
村
剛
由
▽
同
部
下
水
道
課
長
（
都
市
計
画
課

長
補
佐
）
中　

裕
晃
▽
同
部
管
理
課
長
（
水
道

局
工
務
課
長
）
青
木
若
次

【
課
長
補
佐
級
】
▽
企
画
部
企
画
調
整
課
長
補

佐
（
企
画
調
整
課
）
高
津
和
司
▽
総
務
部
総
務

財
政
課
長
補
佐
（
税
務
課
）
森
岡
偉
晃
▽
同
部

収
納
課
長
補
佐
（
建
設
課
長
補
佐
）
吉
村
泰
祐

▽
同
部
生
活
安
全
課
長
補
佐
（
総
務
財
政
課
長

補
佐
）
伏
見　

茂
▽
市
民
生
活
部
環
境
課
長
補

佐
（
収
納
課
長
補
佐
）
西
口
昌
治
▽
同
部
新
庄

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
（
税
務
課
）
西

川
嘉
則
▽
同
部
當
麻
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長

補
佐
（
農
林
商
工
課
長
補
佐
）
柏
井
英
洋
▽
保

健
福
祉
部
社
会
福
祉
課
長
補
佐
（
企
画
調
整
課

長
補
佐
）
巽　

重
人
▽
同
部
児
童
福
祉
課
長
補

佐
（
高
齢
福
祉
課
長
補
佐
）
中
井
孝
明
▽
同
部

同
課
長
補
佐
（
高
齢
福
祉
課
）
森
本
美
起
代
▽

同
部
高
齢
福
祉
課
長
補
佐
（
総
務
財
政
課
長
補

佐
）
松
田
和
男
▽
同
部
同
課
長
補
佐
（
市
民
課

長
補
佐
）
岡　

幸
子
▽
都
市
産
業
部
都
市
整
備

課
長
補
佐
（
建
設
課
長
補
佐
）
奥
田
久
郎
▽
同

部
同
課
長
補
佐
（
秘
書
課
長
補
佐
）
吉
村
恭
信

▽
同
部
同
課
長
補
佐
（
都
市
計
画
課
長
補
佐
）

石
田
勝
則
▽
同
部
同
課
長
補
佐
（
建
設
課
長
補

佐
）
木
村
喜
哉
▽
同
部
農
林
課
長
補
佐
（
農
林

商
工
課
長
補
佐
）
池
原
博
文
▽
同
部
同
課
長
補

佐
（
農
林
商
工
課
）
河
合
忠
尚
▽
同
部
商
工
観

光
課
長
補
佐
（
農
林
商
工
課
長
補
佐
）
水
原
正

義
▽
同
部
下
水
道
課
長
補
佐
（
都
市
整
備
部
下

水
道
課
長
補
佐
）
松
村
吉
章
▽
同
部
同
課
長
補

佐
（
當
麻
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
）
西

川
良
嗣
▽
同
部
管
理
課
長
補
佐
（
都
市
整
備
部

管
理
課
長
補
佐
）
下
村
喜
代
博

●
教
育
委
員
会
部
局

【
部
長
級
】
▽
教
育
部
長
（
都
市
整
備
部
長
兼

管
理
課
長
事
務
取
扱
）
髙
木
久
雄

【
課
長
級
】
▽
生
涯
学
習
課
長
兼
當
麻
文
化
会

館
館
長
（
生
涯
学
習
課
主
幹
兼
當
麻
文
化
会
館

主
幹
）中
川
佳
三
▽
同
課
主
幹
兼
同
館
主
幹（
県

教
委
）
芦
髙
秀
典
▽
中
央
公
民
館
主
幹
（
児
童

福
祉
課
長
補
佐
）
藤
田
浩
包
▽
當
麻
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
主
幹
（
當
麻
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所

長
補
佐
）
山
下
宗
良

【
課
長
補
佐
級
】
▽
教
育
総
務
課
長
補
佐
（
社

会
福
祉
課
長
補
佐
）
米
井
英
規

●
水
道
局

【
部
長
級
】
▽
水
道
局
長
（
下
水
道
課
長
）
安

川　

登

【
課
長
級
】
▽
工
務
課
長
（
工
務
課
主
幹
）
高

橋
一
馬

【
課
長
補
佐
級
】
▽
工
務
課
長
補
佐
（
人
権
政

策
課
長
補
佐
）
辻　

一
成

●
議
会
事
務
局

【
部
長
級
】
▽
議
会
事
務
局
長
（
秘
書
課
長
）

中
島
克
比
虎

●
消
防
本
部

【
課
長
級
】
▽
総
務
課
長
（
総
務
課
主
幹
）
髙

橋
正
博
▽
総
務
課
主
幹
（
教
育
総
務
課
長
補
佐
）

西
川　

均

退
職
者
（
3
月
31
日
付
）

▽
田
宮
久
好
（
保
健
福
祉
部
長
）
▽
福
井
利
博

（
保
健
福
祉
部
理
事
）▽
宮
西　

清（
教
育
部
長
）

▽
西
川
正
一
（
水
道
局
長
）
▽
飯
田
孝
彦
（
議

会
事
務
局
長
）
▽
高
木
希
容
子
（
市
民
課
長
）

▽
辻
本
瑞
史
（
環
境
課
長
）
▽
杉
村　

宏
（
新

庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長
）▽
吉
村
正
一（
農

林
商
工
課
長
）
▽
西
村
純
和
（
中
央
公
民
館
館

長
）
▽
植
村　

寛
（
生
涯
学
習
課
主
幹
兼
當
麻

文
化
会
館
主
幹
）
▽
高
見
友
彦
（
税
務
課
長
補

佐
）
▽
尾
﨑
八
重
子
（
社
会
福
祉
課
長
補
佐
）

▽
高
橋
正
典
（
企
画
調
整
課
）
▽
岸
田
敏
一
（
新

庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）
▽
田
中
幸
代
（
磐
城

第
2
保
育
所
）
▽
川
端
宏
明
（
都
市
計
画
課
）

▽
平
山
繁
一
（
建
設
課
）

葛　

城　

市　

人　

事　
（
4
月
1
日
付
）　　
（　

）
内
は
旧
職
／
課
長
補
佐
級
以
上

 

若
者
の
就
職
に
関
す
る
無
料
相
談

　

仕
事
・
就
職
に
関
し
て
「
ど
う
し
て
い
い

か
わ
か
ら
な
く
て
悩
ん
で
い
る
、
困
っ
て
い

る
、
気
軽
に
相
談
に
の
っ
て
欲
し
い
」「
就

職
訓
練
の
こ
と
を
知
り
た
い
」「
う
ち
の
子

の
職
業
選
択
の
助
言
を
す
る
参
考
に
し
た

い
」
な
ど
の
解
決
に
専
門
の
相
談
員
（
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
）
が
お
待
ち
し
ま
す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
制
（
相

談
日
1
日
に
つ
き
4
人
ま
で
、1
人
１
時
間
）

で
す
の
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日　

時

‥

6
月
3
日
（
火
）

 
 

午
後
1
時
〜
5
時

▼
場　

所

‥

當
麻
庁
舎 

市
民
相
談
室

▼
対
象
者

‥

市
内
在
住
の
30
歳
ま
で
の
若

　

年
者
お
よ
び
そ
の
保
護
者

▼
予
約
申
込
先

‥

商
工
観
光
課

◎
詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
ま
で

 

消
費
者
生
活
相
談

　
「
架
空
請
求
や
悪
質
商
法
」
な
ど
の
消

費
生
活
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日　

時

‥

5
月
12
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場　

所

‥

當
麻
庁
舎 

1
階
市
民
相
談
室

▼
日　

時

‥

5
月
26
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場　

所

‥

新
庄
庁
舎 

2
階
会
議
室

▼
相
談
料

‥

無
料

（
随
時
受
付
相
談
い
た
し
ま
す
。）

※
本
年
度
か
ら
、
毎
月
2
回
當
麻
庁
舎
と
新

庄
庁
舎
で
交
互
に
消
費
者
生
活
相
談
を
行
い

ま
す
。

當
麻
庁
舎

：

第
2
月
曜　

新
庄
庁
舎

：

第
4
月
曜

（
相
談
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
が
相
談

日
と
な
り
ま
す
。）

ま
た
、
県
の
消
費
者
相
談
窓
口
は

次
の
と
お
り
で
す
。

○
奈
良
県
食
品
・
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

　

奈
良
市
登
大
路
町
10
ー
1

　
　

☎ 

0
7
4
2
（
26
）
0
9
3
1

　
　

FAX  

0
7
4
2
（
27
）
2
6
8
6

　

相
談
受
付

　
　

午
前
9
時
〜
正
午　

午
後
1
時
〜
4
時

　
　

年
末
年
始
・
土
・
日
曜
・
祝
祭
日
を
除
く

○
食
の
安
全
・
消
費
生
活
相
談
窓
口

　

大
和
高
田
市
大
中
98
ー
4 

葛
城
保
健
所
内

　
　

☎ 

（
22
）
0
9
3
1

　
　

FAX 

（
22
）
4
9
9
9

　

相
談
受
付

　
　

午
前
9
時
〜
正
午　

午
後
1
時
〜
4
時

　
　

年
末
年
始
・
土
・
日
曜
・
祝
祭
日
を
除
く

○
県
警
本
部

　

悪
質
商
法
1
1
0
番

　
　

☎
0
7
4
2
（
24
）
9
4
4
1

　

相
談
受
付

　
　

午
前
9
時
〜
正
午　

午
後
1
時
〜
4
時

　
　

土
・
日
曜
・
祝
祭
日
を
除
く

◎
詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
ま
で
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葛城市健康づくり推進員養成講座　閉講式

☆健康相談
　●日時：5 月 13 日（火）・28 日（水）

　●受付：午前 10 時～ 11 時

　●場所：新庄健康福祉センター

　●内容：血圧測定・尿検査など

　※　健康手帳をお持ちの方はご持参ください。

☆乳幼児健康相談
　●日時：5 月 7 日（水）・8 日（木）
　●受付：午前 10 時～ 11 時
　●場所：當麻保健センター

　◆日時：5 月 29 日（木）・30 日（金）
　◆受付：午前 10 時～ 11 時
　◆場所：新庄健康福祉センター

　■内容：身体測定、保健師・管理栄養士による個別相談
　※　母子健康手帳をご持参ください。

　3 月 26 日、葛城市健康づくり推進員養成講座の閉講式が行わ
れました。講座の受講者は、昨年 6 月から 10 回の講義で、栄養
や運動など、健康づくりに関する様々な事柄を学んできました。
　閉講式を終え、12 名の方が新たに地域の健康づくりのリーダー
として、活動されることとなりました。
　また、閉講式の最後には、現在活動中の健康づくり推進員との
交流を深め、新メンバーの皆さんは、気持ちを新たにされた様子
でした。

（健康増進課）

　葛城市では、国の「Ｃ型肝炎等緊急総合対策」の一環として、肝炎ウイルス検診を実施していますが、対象
となる方が下表のように改正されました。

 （※ 4月号広報折込チラシは、「改正前」の表示になっておりますので、ご注意ください。）

　今年度において、40 歳以上（昭和 44 年 4 月 1 日以前生まれ）で、今までに肝炎ウイルス検査を受けた
ことのない方は、ぜひ受診しましょう。
　検査は、市内 12 カ所の医療機関にて無料で実施しています。受診を希望される方は新庄健康福祉センター
☎（69）9900 までお問い合わせください。

肝炎ウイルス検診の受診対象者が変わりました

改正前 改正後

（Ｂ型・Ｃ型）

肝炎ウイルス

検診

市内在住の 40歳の方

昭和 43 年 4 月 2 日から

昭和 44 年 4 月 1 日生まれ

または 41 歳以上 76 歳以下の

方でこれまでに肝炎ウイルス検

査を受けていない方

市内在住の 40歳の方

昭和 43 年 4 月 2 日から

昭和 44 年 4 月 1 日生まれ

または 41 歳以上の方でこれま

でに肝炎ウイルス検査を受けて

いない方

︹

︹

︹

︹
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   毎月 11 日は
   人権を確かめあう日です

奈良県市町村人権・同和問題
啓発活動推進本部
葛城市人権問題啓発活動推進本部

①②③④

　日本が戦後新しく生まれ変わったとき、何よりもまず国民の基本的人権の擁護と人権尊

重思想の普及高揚が強く求められ、基本的人権の尊重を基調とした日本国憲法が制定され

ました。

　このような背景の下に、昭和 23 年にまず政令に基づいて

人権擁護委員制度が設けられ、翌昭和 24 年 6 月 1 日に人

権擁護委員法が施行されました。

　これにより、地域住民の中にあって国民の基本的人権を

擁護する機関である人権擁護委員制度が誕生しました。

　本年度の啓発活動重点目標を

〈世界人権宣言 60 周年〉

「育てよう　一人一人の　人権意識　－ 思いやりの心・かけがえのない命を大切に －」

と定め、国民一人ひとりが主体的に豊かな人権意識を育てていくような啓発活動を積極的

に展開しています。

　また、平成 20 年度は、世界人権宣言が採択されてから 60 周年という節目を迎える年度

です。世界人権宣言がうたう基本的人権の意義や重要性を再認識するとともに、人権の重

要性を周知するための啓発活動を推進していくこととします。

　葛城市では、法務大臣から委嘱された 8 名の人権擁護委員さんが、人権擁護委員の使命

を認識し、一人ひとりの人権が侵されることのないように地道な活動をされています。

　つきましては、「人権擁護委員の日」に人権相談所を開設しますので、お気軽に相談にお

越しください。

※今年の 6 月 1 日は日曜日のため、翌日 2 日（月）に相談所を開設いたします。

（人権政策課）

6 月 1 日は「人権擁護委員の日」です

	 ◇	日　時　　6月 2日（月）　午前 9時～正午

	 ◇	場　所　　市役所新庄庁舎　2階 202 会議室
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住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
窃
盗
が
多
発
し
て
い
ま
す

あ
な
た
の
防
犯
対
策
は
大
丈
夫
で
す
か
？

そ
の
1 

⋮ 

留
守
中
に

　
﹁
空
き
巣
﹂	

家
人
が
不
在
時
に
室
内

 
 

へ
侵
入
し
、
金
品
を
盗

 
 

む
行
為
で
す
。

そ
の
2 

⋮ 

就
寝
中
に

　
﹁
忍
び
込
み
﹂	

家
人
が
就
寝
中
に
こ
っ

 
 

そ
り
室
内
へ
侵
入
し
、

 
 

金
品
を
盗
む
行
為
で
す
。

そ
の
3 

⋮ 

在
宅
中
に

　
﹁
居
空
き
﹂	

家
人
が
食
事
や
テ
レ
ビ

 
 

な
ど
に
興
じ
て
い
る
す

 
 

き
に
侵
入
し
、
金
品
を

 
 

盗
む
行
為
で
す
。

　

私
た
ち
が
「
我
が
家
の
大
切
な
財
産
は
家

族
で
守
る
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
ち
�
っ

と
し
た
防
犯
対
策
を
行
う
こ
と
で
侵
入
窃

盗
の
被
害
に
遭
わ
ず
に
す
む
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
侵
入
窃
盗
の
手
口
を
知

る
こ
と
が
防
犯
対
策
の
第
一
歩
で
す
。

我
が
家
を
守
る
設
備
面
で
の
防
犯
対
策
と
し
て
は

ド
ア
の
備
え 

 ⇒

 

ワ
ン
ド
ア
、
ツ
�
ロ
� 

ク
を
基
本
に
す
る

︵
防
犯
性
の
高
い
鍵
を
2
つ
以
上
取
り
付
け
ま
し
�
う
︶

●
ピ
�
キ
ン
グ
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は

　
﹁
ピ
�
キ
ン
グ
の
手
口
に
対
応
し
た
鍵
を

　

装
着
す
る
﹂

　

デ
イ
ン
プ
ル
錠

　
（
合
い
鍵
が
つ
く
り
に
く
く
防
犯
性
が
高
い
）

　

ピ
ン
シ
リ
ン
ダ
ー
錠

　
（
ピ
ン
の
数
が
多
い
ほ
ど
防
犯
性
が
高
い
）

●
サ
ム
タ
ー
ン
回
し
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は

　
﹁
ロ
�
ク
つ
ま
み
を
回
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
﹂

　

サ
ム
タ
ー
ン
カ
バ
ー

　
（
サ
ム
タ
ー
ン
に
か
ぶ
せ
る
）

●
カ
ム
送
り
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は

　
﹁
錠
の
内
部
の
デ
�
ト
ボ
ト
ル
︵
か
ん
ぬ

　

き
︶
を
外
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
﹂

　

リ
ン
グ
ス
ペ
ー
サ
ー

　
（
シ
リ
ン
ダ
ー
カ
ラ
ー
と
の
隙
間
に
カ
ム

　

送
り
解
除
防
止
用
具
を
取
り
付
け
る
）

●
ド
ア
錠
破
り
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は

　
﹁
ド
ア
と
ド
ア
枠
の
隙
間
を
隠
す
対
策
を
す
る
﹂

　

ガ
ー
ド
プ
レ
ー
ト

　
（
ド
ア
と
ド
ア
枠
と
の
隙
間
に
取
り
付
け
る
）

　

ド
ア
ボ
ス

　
（
ド
ア
の
ち
�
う
つ
が
い
を
壊
さ
れ
て
も

　

ド
ア
を
ド
ア
枠
に
固
定
し
、
こ
じ
開
け
ら

　

れ
な
い
よ
う
に
す
る
）

窓
の
備
え

 ⇒
 

侵
入
盗
の
手
口
で

最
も
多
い
の
は
ガ
ラ
ス
破
り
で
す
。

●
補
助
錠
を
窓
の
上
下
に
取
り
付
け
る

：

　
　

ク
レ
セ
ン
ト
錠
が
役
に
立
た
な
く

　

な
っ
て
も
、
泥
棒
が
侵
入
に
要
す
る
時
間

　

を
引
き
延
ば
す
た
め
。

●
防
犯
合
わ
せ
ガ
ラ
ス
を
設
置
す
る

：

　
　

2
枚
の
板
ガ
ラ
ス
の
間
に
樹
脂
幕
を

　

狭
ん
だ
も
の
で
、
万
が
一
割
れ
た
場
合
で

　

も
簡
単
に
手
を
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な

　

い
。

●
窓
ガ
ラ
ス
防
護
シ
ー
ト
を
貼
る

：

　
　

窓
ガ
ラ
ス
に
貼
る
こ
と
に
よ
っ
て
ガ

　

ラ
ス
を
割
れ
に
く
く
す
る
た
め
。

●
防
犯
セ
ン
サ
ー
等
を
取
り
付
け
る

：

　
　

異
常
を
感
知
し
て
警
告
音
を
出
し
泥

　

棒
を
威
嚇
す
る
。

家
周
り
の
備
え

 ⇒
 

泥
棒
を
我
が
家
に
近
づ
け
な
い
た
め
に
は

●
周
囲
か
ら
の
見
通
し
を
良
く
す
る

：

　
　

泥
棒
の
姿
を
発
見
し
や
す
く
す
る
た
め
。

●
面
格
子
を
取
り
付
け
る

：

　
　

人
目
に
付
き
に
く
い
浴
室
や
ト
イ
レ

　

な
ど
の
窓
を
侵
入
口
に
さ
れ
な
い
よ
う

　

に
す
る
た
め
。

●
人
感
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
を
つ
け
る

：

　
　

敷
地
内
へ
の
侵
入
者
を
感
知
、
点
灯
し

　

て
威
嚇
す
る
た
め
。

●
自
転
車
や
新
聞
の
束
な
ど
を
片
づ
け
る

：

　
　

足
場
と
し
て
使
わ
れ
な
い
よ
う
に
す

　

る
た
め
。
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●
●
● 

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
�
う
。
●
●
●

︵
平
成
21
年
5
月
31
日
ま
で
︶

▽
▼
１
１
９
コ
�
ナ
�
▲
△

33
月
中
月
中

　

火
災
⋮

　

火
災
⋮
22
件　

救
急
⋮

件　

救
急
⋮
8686
件　
　
　

件　
　
　

救
助
⋮

救
助
⋮
33
件件

本
年
の
累
計

本
年
の
累
計

　

火
災
⋮

　

火
災
⋮
22
件　

救
急
⋮

件　

救
急
⋮
22
99
44
件　

救
助
⋮

件　

救
助
⋮
66
件件

永
年
勤
続
功
労
章
受
章

　

葛
城
市
消
防
団
副
団
長
の
田
仲
完
好
さ

ん
（
新
庄
）
が
、
消
防
庁
長
官
よ
り
永
年
勤

続
功
労
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
受
章
は
、
消
防
団
員
と
し
て
長
年
消

防
業
務
に
勤
続
さ
れ
、
勤
務
勉
励
技
能
熟
達

よ
く
、
そ
の
業
務
遂
行
に
あ
た
っ
た
成
績
が

極
め
て
優
秀
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

こ
の
栄
誉
あ
る
受
章
に
対
し
、
心
か
ら
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も

葛
城
市
消
防
業
務
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

消
防
団
員
の
退
団
に
伴
い
、
4
月
1
日
付

で
次
の
と
お
り
役
員
構
成
が
代
わ
り
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  (

敬
称
略)

葛
城
市
消
防
団
役
員
構
成

外
出
時
の
備
え

 ⇒
 

泥
棒
は
ち
�
�
と
し
た
隙
に

つ
け
込
ん
で
き
ま
す
。 

●
数
分
の
留
守
で
も
必
ず
戸
締
ま
り
を
す
る

：

　
　

犯
行
は
、
侵
入
3
分
犯
行
5
分
と
呼
ば

　

れ
る
ほ
ど
素
早
い
も
の
で
す
。
で
す
か
ら

　
「
数
軒
先
の
家
に
物
を
届
け
る
」「
ゴ
ミ
出

　

し
に
行
く
」「
園
児
の
送
迎
バ
ス
待
ち
」

　

な
ど
の
短
時
間
外
出
で
も
戸
締
り
の
習

　

慣
を
つ
け
る
。 

●
留
守
を
さ
と
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る

：

　
　

最
大
の
防
護
策
は
、
泥
棒
に
留
守
と
思

　

わ
せ
な
い
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
外
出

　

時
に
照
明
を
つ
け
た
り
音
楽
を
流
し
た

　

り
し
て
、
留
守
を
さ
と
ら
れ
な
い
よ
う
に

　

す
る
と
効
果
的
で
す
。

●
ご
近
所
に
一
声
か
け
て
外
出
す
る

：

　
　

泥
棒
は
人
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
嫌
い

　

ま
す
。
近
所
付
き
合
い
を
密
に
し
、
外
出

　

時
に
は
一
声
か
け
て
、
そ
れ
と
な
く
様
子

　

を
見
て
も
ら
う
よ
う
に
す
る
。

　

泥
棒
は
、
侵
入
す
る
家
を
絶
え
ず
狙
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
も
泥
棒
に
狙
わ
れ

に
く
い
家
に
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。        

　

不
審
者
を
見
か
け
た
時
は
、
高
田
警
察
署

☎（
22
）0
1
1
0
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
高
田
警
察
署
ま
で

団　

長 

奥
村
喜
洋

副
団
長 

住
野
光
男　

西
川　

朗　

田
仲
完
好

第
1
分
団

分
団
長 

吉
川
天
祥　

副
分
団
長　

仲
嶋
泰
男

第
2
分
団

分
団
長 

浅
野　

晃　

副
分
団
長　

吉
井　

博

第
3
分
団

分
団
長 

藤
井
邦
康　

副
分
団
長　

中
島
章
祐

第
4
分
団

分
団
長 

寺
岡
恵
男　

副
分
団
長　

斎
藤
恵
史

第
5
分
団

分
団
長 

田
中
孝
明　

副
分
団
長　

中
川
光
広

第
6
分
団

分
団
長 

西
川
昌
義　

副
分
団
長　

米
井
日
都
志

︵
消
防
署
︶

優
良
運
転
者
表
彰
申
請
の

お
知
ら
せ

　

安
全
協
会
高
田
支
部
で
は
、
優
良
運
転
者

を
選
考
し
、
秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
期
間

中
に
表
彰
し
ま
す
。

　

支
部
協
会
の
会
員
で
次
の
条
件
に
該
当

す
る
方
は
申
請
で
き
ま
す
。（
表
彰
人
員
に

は
制
限
が
あ
り
ま
す
。）

対
象
と
な
る
人

：

①
支
部
表
彰

　

自
動
車
（
原
付
を
含
む
）
を
運
転
し
、
6

年
以
上
無
事
故
、
無
違
反
で
、
す
で
に
中
級

顕
彰
を
受
け
そ
の
後
無
事
故
、無
違
反
の
人
。

②
特
別
優
良
運
転
運
転
表
彰（
ベ
ス
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
）

　

平
成
19
年
4
月
30
日
ま
で
に
、
上
級
顕
彰

お
よ
び
支
部
会
長
表
彰
を
受
け
、
10
年
以
上

無
事
故
、
無
違
反
で
、
免
許
停
止
処
分
を
受

け
た
こ
と
の
な
い
人
。

③
緑
十
字
銅
賞
お
よ
び
近
畿
交
通
栄
誉
賞

の
表
彰
の
申
請
も
で
き
ま
す
。

申
請
手
続
き

：

所
定
の
申
請
書
（
支
部
協
会

の
窓
口
に
あ
り
ま
す
）
に
記
入
し
て
、
申
請

日
か
ら
1
月
以
内
に
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー

が
発
行
し
た
無
事
故
、
無
違
反
証
明
を
添
え

て
、安
全
協
会
高
田
支
部
（
高
田
警
察
署
内
、

御
所
警
察
庁
舎
内
に
あ
り
ま
す
。）
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間

：

5
月
1
日
（

木
）

〜
30
日
（

金
）

受
付
時
間

：

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

◎
詳
し
く
は
、

高
田
警
察
署
☎
（
22
）
0
1
1
0
ま
で



月  祝 

［全席指定］（税込み）一般　¥5,500　友の会　¥5,000　 
（当日券 500円増） （1会員につき2枚まで） 

● 一　般　5月17日G 10：00（電話予約　13：00） 
● 友の会先行電話予約　5月10日G 10：00～ チケット発売日 

※未就学児の入場はできません。 

【前売り場所】新庄文化会館事務所　チケットぴあ：Ｐコード　290－027　ローソンチケット：Ｌコード　52869 
■主催 : 葛城市　■お問い合わせ : 葛城市新庄文化会館　TEL. 0745－69－4600 
■提供 : クリケット　■企画制作 : MSエンタテインメント・プランニング 

葛城市新庄文化会館 
             （マルベリーホール） 

／

至法隆寺 至法隆寺 至香芝 

至大阪 至大阪 国道165号線 

新庄文化会館 
マルベリーホール 

近鉄高田駅 

JR高田駅 

屋敷山 
公園 JR 

大和新庄駅 

近鉄尺土駅 

至五條 

近鉄 
忍海駅 

近鉄 
新庄駅 
近鉄 
新庄駅 

JR高田駅 

屋敷山 
公園 JR 

大和新庄駅 

近鉄尺土駅 

至五條 

近鉄 
忍海駅 

県
道
御
所
・
香
芝
線（
山
麓
線
） 

南阪奈道路 南阪奈道路 高田バイパス 
近鉄高田市駅 近鉄高田市駅 

国
道
24
号
線 

�4広報「 」平成 20 年 5 月号

5月1日～6月10日新庄文化会館（マルベリーホール）

當麻文化会館

69-4600【新庄文化会館】

69-2387

 5

 5/  1（木）～ 5（月）

5

6

3

4

1

土

日

日

公園まつり映画鑑賞会
「レミーのおいしいレストラン」
公園まつり映画鑑賞会
「HERO」

ピアノ発表会

無　料
※入場整理券必要

関係者

葛城市

小井谷　ふみ子

月        日 曜 催  し  物 入場方法 開演時間 主  催  者 連  絡  先

◎お問い合わせ　  新庄文化会館　☎69－4600　當麻文化会館　☎48－5000　☆主催者の都合により一部変更する場合がありますので、ご了承ください。
　準備、リハーサル等での使用に関しては、本表に記載しておりません。詳細については、主催者にお問い合わせください。

9：30

午後開演予定

9：30

午後開演予定

11

21

25

  8

日

水

日

日

第20回日本民謡美多声会年次大会

葛城市人権教育研究会第4回総会

葛城市歌謡連合会発表会
當麻文化会館映画鑑賞会
「マリと子犬の物語」

無　料

関係者

無　料

整理券

日本民謡美多声会

葛城市人権教育研究会

葛城市歌謡連合会

當麻文化会館

月        日 曜 催  し  物 入場方法 開演時間 主  催  者 連  絡  先

は休館日

新庄文化会館
當麻文化会館

 1  2  3  4  5  6  7  8  9 101112 15161713

木木 金 土 日 木木 金水 火 水月 火 土 日 月 金 火土 水 火 水 木水木木 金 土 木木 金 土日 月 火日 月 日 月

1819 2021222324252627282914

 1  2  3  4  5  6  7  8  9 101112 15161713 171819 20212223242526272829

30

30

31 

3114

 1  2  3  4  5

 2  3  4  5

48-2209

48-5000

  13：30～

  13：30～

13：00～16：30

展示室（マルベリーホール）

69-5945【中島】第14回写団葛城写真展 無　料 写団葛城
期  間 催  し  物 入場方法 開演時間 主  催  者 連  絡  先

  9：00～17：00
（5/5のみ16：00まで）

木

 1

♪
♪

※公園まつり映画鑑賞会の入場整理券は、各日当日10：30から新庄文化会館でお1人様2枚まで配布致します。
　配布終了の際は、悪しからずご了承ください。

 6

第14回ミュージックフェスティバル

出演者募集♪♪
【開 催 日】平成20年9月7日（日）　　　
【会　　場】新庄文化会館　マルベリーホール　　　
【主　　催】第14回ミュージックフェスティバル実行委員会　
【募集期間】平成20年5月1日（木）～ 5月31日（土）
【募集部門】プロ・アマ、ジャンルは問いません。
　　　　　　（ただし、ピアノソロ及びカラオケは除きます。）

【演奏時間】1グループ　15分程度
【応募資格】葛城市を中心としてその周辺に住み、’70年代’80年代
　　　　　　の曲を舞台で演奏していただける方及びグループ
　　　　　※また、ミュージックフェスティバルの司会進行を務め
　　　　　　る「ＭＣ」も募集しますので奮って応募してください
【応募方法】所定の用紙（第14回ミュージックフェスティバル出演
　　　　　　申込書）に記入の上、新庄文化会館までご持参くださ
　　　　　　い。（郵送・ＦＡＸ不可）

※応募者多数の場合、公演時間に限りがありますので出演申込書の
　アンケートによる選考を行います。応募者全員出演できない場合
　もあります。選考結果に対するお問い合わせには、応じられませ
　ん。

※所定応募申込用紙及びお問い合わせは
　〒639-2137 奈良県葛城市南藤井70-1 新庄文化会館内
　　「第14回ミュージックフェスティバル実行委員会」事務局　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎0745-69-4600

♪
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は整理休館日

新庄図書館
當麻図書館

は休館日

 6  7  8  9 101112 15161713 17

木木 火 水 木木金 日 金 土 木木 金日月 火 水 火 水 水月 土 木木 金 土 木木 金 土日 月 火 水 木木火日 月 日 月

1819 2021222324252627282914

 6  7  8  9 101112 151613 171819 20212223242526272829

30

30

31

3114  2  3

 1  2  3  4  5

 1  2  3  4  5 2  3

 1  2  3  4  5

 1  2  3  4  5

土

 

図
書
館
だ
よ
り

5 月 の 新 着 図 書5 月 の 新 着 図 書5 月 の 新 着 図 書5 月 の 新 着 図 書 ★…児童書

︽
催
し
も
の
ご
案
内
︾

【
映
画
会
の
お
知
ら
せ
】　

　

日
時

：

5
月
10
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

　

場
所

：

新
庄
図
書
館
Ａ
Ｖ
ル
ー
ム

 

　
　
﹃
鉄
腕
ア
ト
ム　

誕
生
編
﹄ 

【
お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ
】

★
當
麻
図
書
館

　

日
時

：

5
月
11
日
（
日
）
午
後
1
時
30
分
〜

　

場
所

：

當
麻
図
書
館
2
階
お
は
な
し
の
部
屋

﹃
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹄

　

絵　

本
⋮
ぎ
っ
た
ん
こ
ば
っ
た
ん
こ

　

お　

話
⋮
ね
ず
み
の
す
も
う

　

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
⋮
お
か
あ
さ
ん
だ
い
す
き

﹃
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹄

　

お　

話
⋮
こ
す
ず
め
の
ぼ
う
け
ん

　

絵　

本
⋮
ち
い
さ
い
お
か
あ
さ
ん

★
新
庄
図
書
館

　

日
時

：

5
月
24
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

　

場
所

：

新
庄
図
書
館
お
は
な
し
の
部
屋
・
Ａ
Ｖ
ル
ー
ム

﹃
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹄

　

絵　

本
⋮
お
た
ま
じ
�
く
し
の
1
0
1
ち
�
ん

　

紙
芝
居
⋮
お
ば
け
の
ア
メ
ー
バ
ー　

ほ
か

﹃
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹄

　

お　

話
⋮
な
ら
梨
と
り

　

紙
芝
居
⋮
か
っ
ぱ
の
す
も
う

＊
お
は
な
し
が
始
ま
る
と
へ
や
に
入
れ
ま
せ
ん
。

　

時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

プロに教わる家庭菜園の裏ワザ
―もっとうまくなる―
木嶋利男 ／著

むしをたべるくさ
渡邉弘晴 ／写真
伊地知英信  ／文

　

プ
ロ
の
農
家
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
技
術

を
、
家
庭
菜
園
で
も
使
え
る
よ
う
に
解
説

さ
れ
て
い
ま
す
。「
ト
マ
ト
は
、
植
え
つ

け
後
に
水
を
与
え
な
け
れ
ば
収
穫
量
が
増

え
る
」「
病
害
虫
に
強
く
、
味
も
よ
く
な

る
キ
�
ウ
リ
の
栽
培
法
」
な
ど
、
家
庭
菜

園
を
楽
し
む
人
た
ち
の
「
も
っ
と
う
ま
く

育
て
た
い
」
と
い
う
要
望
に
応
え
る
裏
ワ

ザ
が
満
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ハ
エ
ト
リ
グ
サ
、
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
な
ど

は
、
お
も
し
ろ
い
し
か
け
を
持
つ
食
虫
植

物
で
す
。
そ
れ
ら
は
ど
う
や
っ
て
虫
を
捕

ら
え
、食
べ
て
い
る
の
で
し
�
う
か
。
様
々

な
食
虫
植
物
を
紹
介
し
な
が
ら
、
そ
の
秘

密
や
不
思
議
な
し
く
み
を
探
る
写
真
絵
本

で
す
。
巻
末
で
は
食
虫
植
物
の
育
て
方
に

つ
い
て
も
ふ
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

書　　　　　　　名 著　　者　　名 新庄図書館 當麻図書館
　情報は 1 冊のノートにまとめなさい　100 円でつくる万能「情報整理ノート」 奥野宣之 ○
　怒りの心理学　怒りとうまくつきあうための理論と方法 湯川進太郎 ○
　大阪地名の謎と由来 池田末則 ○
　3 年で辞めた若者はどこへ行ったのか　アウトサイダーの時代 城繁幸 ○
　そのブログ！「法律違反」です　知らなかったではすまない知的財産権のルール 前岨博 ○
　山岳地図の読み方・使い方 村越真 ○
　邪馬台創世記 黒須紀一郎 ○
　レンアイケッコン 小手鞠るい ○
　生きる意味を教えてください　命をめぐる対話 田口ランディ ○
　バートルビーと仲間たち エンリーケ・ビラ＝マタス ○
★伝説の迷路　ヤマタノオロチの世界から神話と物語の旅へ 香川元太郎 ○
★友だち幻想　人と人の＜つながり＞を考える 菅野仁 ○
★ザリガニの親子　チョキくんのひとりだち 武田晋一 ○
★夏の階段 梨屋アリエ ○
★かんたんせんせいとライオン 斉藤洋 ○
★漂泊の王の伝説 ラウラ・ガジェゴ・ガルシア ○
★ヒメちゃん 荒井良二 ○
★せんねんまんねん まどみちお ○
★それゆけ！さかなくん！ ルーシー・カズンズ ○
★りんごのえほん クリスティーナ・ディーグマン ○

新
庄
図
書
館
か
ら
古
本
市
の
お
知
ら
せ　

　

5
月
3
日
（

土
）
・
4
日
（

日
）

葛
城
市
公
園

ま
つ
り
に
お
い
て
、
古
本
市
を
開
催
し
ま

す
。
時
間
は
午
前
10
時
か
ら
で
す
。

　

図
書
館
の
除
籍
図
書
や
、
皆
さ
ん
か
ら

い
た
だ
い
た
本
を
無
料
提
供
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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ブ
�
ク
ラ
リ
�
開
催

　

當
麻
図
書
館
で
は
、
4
月
23
日
（
水
）
か

ら
5
月
12
日
（
月
）
の
「
こ
ど
も
の
読
書
週

間
」
に
ち
な
み
、
左
記
の
間
お
子
さ
ん
対
象

の
ブ
�
ク
ラ
リ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
完

走
し
た
方
に
は
記
念
品
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ

ん
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
期
間

‥

4
月
19
日
（
土
）
〜

 
 

 

6
月
29
日（
日
）

▼
参
加
申
込
・
方
法

‥

左
記
ま
で

◎
詳
し
く
は
、
當
麻
図
書
館

 

☎
（
48
）
6
0
0
0
ま
で
。

ブ
�
ク
ラ
リ
�
開
催

ブ
�
ク
ラ
リ
�
開
催

 
図
書
館
連
続
講
座 

第
４
回 

参
加
者
募
集

　

紙
芝
居
を
演
じ
て
み
ま
し
�
う

　

紙
芝
居
の
楽
し
さ
は
、
演
じ
手
を
通
し
て

し
か
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

で
は
ど
の
よ
う
に
演
じ
た
ら
よ
い
の
で

し
�
う
？  

画
面
の
抜
き
方
、
間
の
と
り
方
、

声
色
に
つ
い
て
な
ど
、
演
じ
方
の
基
本
を
お

話
い
た
だ
い
た
後
、
参
加
者
が
実
演
・
練
習

し
ま
す
。

▼
日　

時

‥

5
月
31
日
（
土
）

 
 

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

▼
講　

師

‥

宗そ
う
み
や宮　

圀く
に
こ子 

氏
（
京
都
児
童

　

文
化
研
究
所
研
究
員
・
現
代
紙
芝
居
協
会
）

▼
場　

所

‥

新
庄
図
書
館
学
習
室

▼
対
象
・
参
加
費

‥

大
人
・
無
料

▼
参
加
申
込

‥

左
記
ま
で

◎
詳
し
く
は
、
新
庄
図
書
館

 
 

☎
（
69
）
4
6
4
6

　
　

ま
た
は
、
當
麻
図
書
館	

ま
で
。

図
書
館
連
続
講
座

図
書
館
連
続
講
座
第
４
回

第
４
回
参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

 

増 

改 

築 

相 

談

▼
日　

時

‥

5
月
4
日
（
日
）・
6
月
1
日
（
日
）

 
 

午
前
9
時
〜
正
午

▼
場　

所
‥

當
麻
文
化
会
館
団
体
交
流
室

▼
連
絡
先

‥

☎
（
69
）
2
7
5
3

▼
日　

時

‥

5
月
24
日
（
土
）

 
 

午
後
1
時
〜
5
時

▼
場　

所

‥

中
央
公
民
館
会
議
室

▼
連
絡
先

‥

☎
（
69
）
2
8
7
7

◎
詳
し
く
は
、
右
記
連
絡
先
ま
た
は
都
市
整

備
課
ま
で
。

増増
改改
築築
相相
談談

市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎	☎（69）3001　または　當麻庁舎	☎（48）2811 まで。　　　　　　　　			　　　市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎	☎（69）3001　または　當麻庁舎	☎（48）2811 まで。市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎	☎（69）3001　または　當麻庁舎	☎（48）2811 まで。　　　　　　　　			　　　市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎	☎（69）3001　または　當麻庁舎	☎（48）2811 まで。

 
税
の
納
期

　

5
月
は
�
次
の
市
税
が
納
付
月
で
す
�

▼
固
定
資
産
税　

第
１
期
・
全
期

▼
軽
自
動
車
税　

全
期

　

納
期
限
は
6
月
2
日
︵
月
︶
で
す
。

　

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
納
期
限
日

が
振
替
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。
預
貯
金
残
高

の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
19
年
分
所
得
証
明
書
の
発
行
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
分
の
所
得
に
関
す
る
証
明
書

（
所
得
、
課
税
、
非
課
税
証
明
書
等
）
は
次

の
日
付
か
ら
の
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

税
の
納
期

税
の
納
期

　このたび本市に対し、三百万

円の寄附をいただきました。

宗教法人　ほんみち　様

　この寄附は、今後の葛城市の

ために、大切に使わせていただ

きます。

　誠にありがとうございました。

　

確
定
申
告
ま
た
は
市
県
民
税
申
告
を
さ

れ
て
い
な
い
方
や
事
業
所
か
ら
給
与
支
払

報
告
書
が
市
役
所
へ
未
提
出
の
方
、
納
税
義

務
者
の
扶
養
者
に
な
っ
て
い
な
い
方
等
、
所

得
に
関
す
る
内
容
に
つ
い
て
当
市
が
把
握

出
来
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
所
得
に
関

す
る
証
明
が
で
き
ま
せ
ん
。
平
成
19
年
中
に

収
入
が
無
い
方
で
も
、
収
入
が
無
い
旨
の
申

告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。　
　
　
　
︵
税
務
課
・
収
納
課
︶

徴
収
区
分

発
行
予
定
日

市
県
民
税

（
特
別
徴
収

：

勤
務
先

の
給
料
等
よ
り
天
引
き

さ
れ
て
い
る
方
）

5
月
12
日
（
月
）

市
県
民
税

（
普
通
徴
収

：

右
記
以

外
の
方
）

6
月
5
日
（
木
）

 

歴
史
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
展
示
会
】
春
季
企
画
展

　
﹃
ち
�
ち
�
な
お
道
具
さ
ん	

ー
ミ
ニ
チ
�
ア
古
今
東
西
ー
﹄

　

縄
文
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
ミ
ニ
チ
�
ア
製

品
を
集
め
た
、
小
さ
な
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
会　

期

‥

5
月
3
日
（

土
）
〜
6
月
29
日
（

日
）

▼
入
館
料

‥

通
常
の
入
館
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

【
公
開
講
座
】

　
﹃
葛
城
学
へ
の
い
ざ
な
い
﹄︵
第
2
回
︶

　
　
﹁
當
麻
寺
の
歴
史
﹂

▼
日　

時

‥

5
月
10
日
（
土
）
午
後
2
時
か
ら

▼
講　

師

‥

山
下
密
雅
氏
（

當
麻
寺
西
南
院
）

▼
会　

場

‥

歴
史
博
物
館
2
階「
あ
か
ね
ホ
ー
ル
」

▼
定　

員

‥

1
0
0
名
程
度

▼
申　

込

‥

電
話
ま
た
は
、
直
接
窓
口
に
て
受
付

◎
詳
し
く
は
、
歴
史
博
物
館

　
　
　

☎
（
64
）
1
4
1
4
ま
で
。

歴
史
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

歴
史
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

ペ
�
パ
�
ク
ラ
フ
ト
講
座

　

生
涯
学
習
公
開
移
動
講
座

　

今
回
は
、
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
で
す
。

　

飛
び
出
す
メ
�
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
作
り
ま
す
。

▼
日　

時

‥

5
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
場　

所

‥

當
麻
文
化
会
館
2
階
中
研
修
室

▼
定　

員

‥

20
名
（
先
着
順
）
市
内
在
住
、

　

在
勤
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

▼
申
込
期
間

‥

5
月
1
日
（

木
）

〜
13
日
（

火
）

　

期
間
中
で
も
定
員
に
な
れ
ば
締
め
切
り
ま
す
。

　

材
料
費
5
0
0
円
を
添
え
て
、
生
涯
学
習
課
ま
で

※
事
前
に
材
料
を
購
入
し
ま
す
の
で
、
お
預

か
り
し
た
材
料
費
の
返
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

（
キ
�
ン
セ
ル
の
場
合
は
、代
わ
り
に
材
料
を
お
渡
し
し
ま
す
）

◎
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
ま
で
。

ペ
�
パ
�
ク
ラ
フ
ト
講
座

ペ
�
パ
�
ク
ラ
フ
ト
講
座
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観
光
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
養
成
講
座

　

葛
城
市
に
来
ら
れ
る
観
光
客
な
ど
に
、
市

内
観
光
名
所
の
案
内
や
説
明
を
し
て
い
た

だ
け
る
観
光
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
ガ
イ
ド
の
養

成
講
座
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
�

ア
ガ
イ
ド
の
希
望
者
だ
け
で
な
く
市
内
の

観
光
に
つ
い
て
興
味
の
あ
る
方
も
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

▼
講
座
期
間

‥

6
月
下
旬
〜
10
月
中
旬
ま
で

(

約
10
回
程
度
の
講
座
予
定
）

観
光
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
養
成
講
座

観
光
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
養
成
講
座

 

個
別
相
談
会
開
催

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方
（
人
工
肛
門
、
人
工

膀
胱
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
）
は
、
い
ろ
い

ろ
な
悩
み
、
苦
労
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
、
一
人
で
閉
じ
こ

も
ら
な
い
で
、
専
門
家
に
、
ま
た
同
憂
の
先

輩
と
相
談
し
て
元
気
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
・
場
所

‥

　

①
5
月
20
日
（
火
）
午
前
9
時
〜
正
午

　
　

県
文
化
会
館 

第
3
会
議
室

　
　
（
奈
良
市
登
大
路
町
6
ー
2
、
近
鉄
奈
良
駅
下
車
）

　

②
5
月
24
日
（
土
）
午
前
9
時
〜
正
午

　
　

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー 

第
2
会
議
室

　
　
（
橿
原
市
大
久
保
町
3
2
0

－

11
、

近
鉄
畝
傍
御
陵
前
駅
下
車
）

▼
相
談
料

‥

無
料

▼
相
談
対
応
者

‥

専
門
看
護
師
、
同
憂
の
先
輩

▼
対
象
者

‥

県
内
在
住
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方

◎
詳
し
く
は
、

　
︵
社
︶
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会	

奈
良
県
支
部
事
務
局

 

☎
（
44
）
2
8
9
0
（
三
上
）
ま
で
。

個
別
相
談
会
開
催

個
別
相
談
会
開
催

 
ふ
れ
あ
い
花
教
室

▼
内　

容

‥「
育
て
よ
う
、暮
ら
し
を
彩
る
花
と
緑
」

　
　

草
花
、
庭
木
の
育
て
方
、
草
花
の
ガ
ー

　

デ
ニ
ン
グ
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ジ
メ
ン
ト
、

　

家
庭
園
芸
の
基
礎
知
識
を
学
び
ま
す
。

▼
開
催
日

‥

6
月
〜
平
成
21
年
3
月
の

毎
月
第
3
土
曜
日
（
10
回
）
午
前
中

▼
場　

所

‥

二
上
山
ふ
る
さ
と
公
園
内 

公
園
館

▼
定　

員

‥

25
名
程
度
（
定
員
超
過
の
場
合

　

は
抽
選
、
ま
た
申
し
込
み
者
が
少
な
い
場

　

合
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

　

あ
り
ま
す
。）

▼
受
講
料

‥

無
料
（
実
習
に
と
も
な
う
場

　

合
、
材
料
費
は
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。）

▼
対
象
者

‥

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方
。

▼
申　

込

‥

官
製
ハ
ガ
キ
に
教
室
名
・
住
所
・

　

氏
名
・
電
話
番
号
を
書
い
て
左
記
ま
で

▼
申
込
締
切

‥

5
月
25
日
（
日
）
必
着

◎
詳
し
く
は
、
〒
6
3
9
ー
0
2
7
2

　

葛
城
市
新
在
家
4
9
2

－

1

	

二
上
山
ふ
る
さ
と
公
園
内

	
	

公
園
管
理
係　

ま
で
。

ふ
れ
あ
い
花
教
室

ふ
れ
あ
い
花
教
室
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手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
基
礎
課
程
）
開
催

　

前
年
度
に
開
催
し
た
手
話
奉
仕
員
養
成

講
座
の
入
門
課
程
に
引
き
続
き
、
本
年
度
は

基
礎
課
程
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
講
座
は
、
聴
覚
障
害
者
の
方
の
生
活

や
、
そ
れ
に
関
連
す
る
福
祉
制
度
な
ど
に
つ

い
て
の
認
識
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

手
話
で
日
常
生
活
の
会
話
が
で
き
る
程
度

の
手
話
奉
仕
員
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

入
門
課
程
を
修
了
さ
れ
た
方
、
ま
た
は
現

在
の
手
話
の
レ
ベ
ル
を
更
に
磨
き
た
い
方

の
受
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者

‥

18
歳
以
上
の
市
内
在
住
、
ま
た

　

は
在
勤
者
で
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入

　

門
課
程
を
修
了
さ
れ
た
方
、
も
し
く
は
手

　

話
に
よ
る
簡
単
な
会
話
が
可
能
な
方

▼
開
催
場
所

‥

中
央
公
民
館

▼
開
催
期
間(

予
定)	

‥

5
月
22
日
（
木
）

　

〜
12
月
4
日
（
木
）
ま
で
の
毎
週
木
曜
日

（
8
月
14
日
は
除
く
） 

　

午
後
7
時
30
分
〜
午
後
9
時
30
分

▼
受
講
料

‥

無
料

　
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
は
個
人
負
担
）

▼
募
集
定
員

‥

25
名

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
基
礎
課
程
）
開
催

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
基
礎
課
程
）
開
催

▼
募
集
期
限

‥

5
月
16
日
（
金
）

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

▼
申
込
先

‥

社
会
福
祉
課

◎
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で
。

▼
申
込
期
限

‥

6
月
2
日(

月)

▼
申
込
方
法

‥

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

▼
申
込
先

‥
　

葛
城
市
商
工
観
光
課　

　

☎
（

48
）

2
8
1
1

： 
FAX
（

48
）

2
3
0
2

　

葛
城
市
相
撲
館

　

☎
（

48
）

4
6
1
1

： 
FAX
（

48
）

8
1
9
6

◎
詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
ま
た
は
相
撲
館
ま
で
。

 
第
34
回
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座
開
催

（
奈
良
県
委
託
事
業
）

　

こ
の
講
座
は
、
聴
覚
障
害
者
の
自
立
支
援

の
た
め
の
情
報
の
保
障
を
担
う
要
約
筆
記

者
の
養
成
講
座
で
す
。
手
話
に
馴
染
ま
な
い

聴
覚
障
害
の
方
（
中
途
失
聴
者
、
難
聴
者
、

高
齢
難
聴
者
）
の
情
報
保
障
の
手
段
と
し

第第
3434
回
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座
開
催

回
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座
開
催

（
奈
良
県
委
託
事
業
）

（
奈
良
県
委
託
事
業
）

て
、
文
字
に
よ
る
情
報
の
伝
達
は
最
も
有
効

な
手
段
で
す
。
中
途
失
聴
・
難
聴
者
の
情
報

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
実
現
に
向
け
て
、
皆
さ
ま

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
開
催
場
所

‥

奈
良
県
心
身
障
害
者
福
祉

　

セ
ン
タ
ー
（
田
原
本
町
宮
森
34
ー
4
）

☎
0
7
4
4
（
33
）
3
3
9
3

▼
募
集
人
員

‥

手
書
き
コ
ー
ス　

30
人 

　

パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス　

20
人

▼
応
募
条
件

‥

パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス

　

・
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
込
め
る
こ
と

　

・
1
分
間
に
70
文
字
以
上
入
力
で
き
る
こ
と

▼
日　

程

‥

	

各
コ
ー
ス
共
通

　

6
／
14
�
21
�
28
�
7
／
5
�
26
�
10
／
4

（
各
土
曜
）　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

	

コ
ー
ス
別

 

・
手
書
き
コ
ー
ス
⋮
7
／
19
�

　

8
／
2
�
23
�
30
�
9
／
20
�
27

　
（
各
土
曜
）
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

 

・
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
⋮
8
／
2
�
30

　
（
各
土
曜
）
午
前
10
時
〜
午
後
1
時

　

7
／
12
�
8
／
9
�
9
／
13
（
各
土
曜
）

　

9
／
28
（

日
曜
）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

▼
受
講
料

‥

無
料　
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費

　

2
、
0
0
0
円
程
度
）

▼
申
込
先

‥

〒
6
3
6
ー
0
0
1
2

　

北
葛
城
郡
王
寺
町
本
町
4
丁
目
15
ー
26

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
72
）
7
4
4
0　

上
田　

牧
子

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　

希
望
コ
ー
ス
を
明
記
の
上
、
は
が
き
ま
た

　

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
締　

切

‥

6
月
10
日
（
火
）

◎
詳
し
く
は
、西
野 

芳
枝
☎（
77
）
7
7
1
2
ま
で
。
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◆人口 ３６，０２２人 ◆世帯数 １２，５４８戸

◆男 １７，３０７人  ◆女 １８，７１５人 

            …２００８年４月１日現在

5月………May

　葛城市では、住民の皆さまの身近な相談窓口とし
て、人権擁護委員、行政相談委員、民生児童委員が
様々な相談に応じています。人権に関すること、登
記・道路・福祉・年金・保険など行政に関すること、
その他心配なこと、困っていることがありましたら
お気軽にご相談ください。
　相談は無料で、秘密は厳守します。

●日時　5月 8日（木）第 2木曜日
	 午前 9時〜正午
　場所　葛城市役所（新庄庁舎）
　申込　不要（先着順）
●日時　5月 15日（木）第 3木曜日
	 午前 9時〜正午
　場所　忍海集会所
　申込　不要（先着順）
●日時　5月 22日（木）第 4木曜日
	 午前 9時〜正午
　場所　當麻文化会館
　申込　不要（先着順）

お問い合わせ／人権政策課・総務財政課
	 	 	 	 ☎	69-3001
　　　　　　　社会福祉協議会	 ☎	48-3373

●日時　5月 15日（木）第 3木曜日
	 午後 1時〜 4時
　場所　葛城市役所（新庄庁舎）

●日時　5月 22日（木）第 4木曜日
	 午後 1時〜 4時
　場所　當麻文化会館
　
◎申込　相談（20分）は予約制になっていますので、
　　　　秘書課までお申し込みください。

お問い合わせ／秘書課　☎	69-3001

●中南和法律相談センタ−
◎相談会場
　　　　大和高田市総合福祉会館・香芝市役所・橿
　　　　原市役所・王寺町地域交流センター・上牧
　　　　町保健福祉センター・桜井市中央公民館・
　　　　青垣生涯学習センター（田原本町）・宇陀
　　　　市役所・五條福祉センター・吉野町役場・
　　　　下市町役場・大淀町役場
◎申込　相談は予約面談制（30分）
　　　　必ず電話で事前予約してください。
	 	 ☎	0742(22)2035
　　　　相談日の1週間前の同じ曜日午前9時 30分
　　　　から先着順にて受け付けます。
　　　　（祝日の場合は原則その前日より）
　　　　祝日・年末年始は開設されません。
＊	日時等は、電話でご確認ください。


